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序

　歴史都市京都は平安京建設以来の永くそして由緒ある歴史を蓄積しており、さら

に平安京以前に遡るはるかなむかしの貴重な文化財もいまなお多く地下に埋もれて

います。

　この古都京都の近代化が進む過程で、市内の整備・再開発に伴う埋蔵文化財の破

壊や消滅を未然に防ぎ、遺跡や遺物の保存を図るるため、昭和 51 年秋、わたしど

もの財団法人京都市埋蔵文化財研究所が設立されました。以来、当研究所は平安京

や周辺の多くの遺跡について発掘調査を実施し、多くの調査成果をあげており、そ

れらを公表し普及・啓発するための事業もあわせ進めてまいりました。

　当研究所は毎年、その年度に実施しました諸事業について紹介するための年報を

発行しており、ご一覧いただくことで当研究所の活動について一層のご理解いただ

く一助になりますればと念じております。その内容は市内の発掘調査事業の概要、

試掘や立会調査の成果と概要、あわせて発掘資料整理に関して保存処理や復元彩色

ならびに普及・啓発事業等について紹介しています。

　なお、発掘調査に関しましては、本年報とは別に個々の遺跡の発掘調査概要報告

書を刊行しておりますが、本年報ではその年度に実施しました発掘調査の全体につ

いて一覧していただけるよう、それらの内容を要約し紹介しております。

　　本書の内容についてご意見、ご批評をお聞かせいただけますようお願い申し上げ

ます。

　この年度の調査を実施するにあたり原因者の方々をはじめとし、京都市の関連諸

機関の各位に多大なご協力をたまわりました。ここに記し、厚く感謝しお礼申し上

げます。

　平成 20年１月

財団法人京都市埋蔵文化財研究所

所長　川上　貢



凡　例

１　本書は、財団法人京都市埋蔵文化財研究所が平成 17年度に実施した事業の年次

報告である。発掘調査と試掘・立会調査（第１章）、資料整理（第２章）、普及啓

発事業等報告（第３章）とした。

２　本書中に示した方位・座標値は、日本測地系（改正前）平面直角座標系Ⅵによっ

た。ただし座標値は単位（ｍ）を省略している。座標および水準は、京都市遺跡

発掘調査基準点と京都市水準点を使用した。

３　本書中の地図は、京都市長の承認を得て、同市発行の都市計画基本図（縮尺：

1/2,500）、市街図（縮尺：1/30,000）を複製して調整した。

４　長岡京の条坊呼称は、新呼称に準拠した。

５　平安時代以降の土器編年の型式は、当研究所『研究紀要』第３号の「京都の都市

遺跡から出土する土器の編年的研究」に従った。なお、「平安京Ⅰ〜Ⅴ期」、「京

都Ⅵ〜期」を「京都Ⅰ〜期」で統一した。

６　各報告の調査位置図の方位は北を上に配置した。黒塗り部分が、調査対象地であ

る。縮尺は、1/5,000 ないしは 1/10,000 とした。

７　平成 17 年度調査のうち、文化庁国庫補助事業による発掘調査は、『京都市内遺

跡発掘調査報告』に、同じく市内遺跡立会調査は『京都市内遺跡立会調査報告』（い

ずれも京都市文化市民局発刊）に報告されている。

８　掲載写真は一部を除き村井伸也・幸明綾子が撮影した。

９　本書の執筆は、各報告の文末に名前が記されているものは当該調査担当者が、そ

の他のものは発刊された報告書などから編集したものである。

10　本書の作成にあたっては、編集・調整を資料課が行った。
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第１章　調査報告

Ⅰ　平成 17年度の発掘調査概要

平成 17年度に実施した発掘調査件数は、表１に示し

た通り 30件であった。これに継続調査として発掘調査

の扱いで報告してきた特別史跡・特別名勝醍醐寺三宝院

庭園整備に伴う試掘・立会調査（Ⅰ -24）を含めた 24

件の概要を掲載した。以下、主な調査を紹介したい。

平安京左京二条二坊跡（Ⅰ - ４）の高陽院の発掘調査

では、これまで検出した池跡の南岸をはじめて検出する

ことができた。その結果、1981 年度に検出した北岸部

から約 140m南に南岸があることがわかり、方四町の

敷地の中に広大な池が設けられていたことがわかってき

た。

平安京左京六条三坊跡（Ⅰ - ５）では、室町時代の酒

倉とみられる多数の埋甕遺構を検出した。これまで少数

のものは確認できていたが、これほど大規模なものは初

めてで、中世京都の商業活動の一端を知ることができた。

平安京以外の調査では、北白川廃寺跡（Ⅰ -13）で大

きな成果をあげることができた。これまで、東方基壇（金

堂）および塔跡を確認できていたが、この間の距離があ

まりにも離れていることから別寺院との解釈もされたほ

どである。今回の調査で、金堂の西方で既に検出してい

た回廊状遺構が東に折れ曲がることがわかり、この回廊

が、金堂を取り囲むことがほぼ確定でき、金堂院を形成

していたことが予想できる状況となってきた。一方、塔

跡についても、既往の調査で柵や溝が周辺で検出されて

いることから、これが塔院を形成する遺構として見直す

必要がでてきた。さらに、寺域の範囲の問題についても

今後の調査に期待していきたい。

史跡賀茂御祖神社（Ⅰ -14）の調査は、奈良の小川整

備に関連した調査を継続して実施しているもので、今回

も石敷遺構を検出した。この性格について、検出した遺

構とこの石敷遺構を含めて、鴨社の祭祀に伴うものであ

ることがわかった。

特異な調査としては、特別史跡・特別名勝鹿苑寺（金

閣寺）方丈の解体調査に伴う調査（Ⅰ -18）があげられる。

調査の結果、現在の方丈の前身建物、その下層に室町時

代の２時期の礎石建物跡を検出することができた。

山科本願寺跡では近接して３箇所（Ⅰ -20・21・22）

の調査を実施し大きな成果があった。中心区域である御

本寺の範囲にあたり、土塁・土塁下を抜ける石組暗渠・

泉跡などを検出した。さらにⅠ -22 の調査では、主要建

物のうちの「御亭」に関連するとみられる遺構を検出す

るとともに、本願寺焼き討ちの際に火災層を確認し、ガ

ラス玉・多彩磁器・青磁などを含めた特殊な遺物が多数

出土した。

※　報告の詳細については、研究所ホームページ

（http://www.kyoto-arc.or.jp/）- 活動内容 - 調査報

告書（シリーズ）に pdf 形式で公開しておりますので

ご活用ください。

第１章　調査報告

第１章は、発掘調査（Ⅰ）と試掘・立会・確認調査（Ⅱ）とした。

平安宮・平安京の調査位置図には、現段階での復元推定線を入れ利用の便をはかった。
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Ⅰ　平成 17 年度の発掘調査概要

契約番号 遺跡名 略記号 調査住所 内容 担当者 面積 期間
本書
番号

備考

H17-001 京都市内遺跡 2005BB- 京都市内一円 立会 吉本、堀内
2005.04.01

〜
2006.03.31

報告

H17-004 京都市内遺跡（京北町内）
2005UK-
BP001

右京区京北全域
分布調
査

加納・津々池
2005.04.01

〜
2006.03.31

Ⅱ -02
分布
報告

H17-005
平安京跡（左京六条三坊五・
六町、楊梅小路、町尻小路）

2004HK-
WD002

下京区楊梅新町東入上
柳町（旧尚徳中学校・
楊梅幼稚園跡他）

発掘
丸川・ト田・能
芝（勉）・尾藤・
モンペティ

2,250
2004.09.07

〜
2005.07.08

Ⅰ -05
2005
-08

H17-006 中臣遺跡
2004RT-
NK082

山科区勧修寺東栗栖野
町地内

発掘 能芝（妙） 45
2005.03.22

〜
2005.04.08

Ⅰ -23
2005
-01

H17-007 白河街区跡・岡崎遺跡
2004KS-
OJ001

左京区岡崎天王町地内 発掘
近藤（奈）・木下・
本・小檜山

1,277
2005.03.09

〜
2005.08.03

Ⅰ -15
2005
-04

H17-008
平安京跡（右京五条三坊三
町）

2004HK-
QP001

右京区西院矢掛町 発掘 東・長戸 494
2005.03.11

〜
2005.4.28

Ⅰ -10
2005
-02

H17-009
長岡京跡（右京二条三坊九・
十六町）・上里遺跡

2005NG-
EW003

京都市西京区上里南ノ
町・長岡京市井ノ内北
裏

発掘
上村・南出・モ
ンペティ・ト田・
長戸

5,478
2005.06.17

〜
2006.06.09

2006

H17-011 山科本願寺跡
2005RT-
HG008

山科区西野山階町 発掘 柏田 121
2005.05.11

〜
2005.05.25

Ⅰ -20
2005
-03

H17-012 嵯峨折戸町遺跡
2005UZ-
SN002

右京区嵯峨苅分町地内 立会 堀内（寛）
2005.05.18

〜
2005.05.20

Ⅱ -03

H17-013
平安京跡（右京六条一坊一
町・二町）

2005HK-
VH003

下京区中堂寺北町 発掘 加納・吉村 324
2005.11.10

〜
2005.12.26

2006

H17-015 伏見城跡
2005FD-
FP001

京都市伏見区竹中町 発掘
山本、桜井、能
芝妙、大立目

4,435
2005.06.03

〜
2006.09.01

2006

H17-016 白河街区跡・岡崎遺跡
2005KS-
JC002

左京区岡崎南御所町（岡
崎通西車道部分）

発掘 吉村 76
2005.07.19

〜
2005.09.15

Ⅰ -16
2005
-09

H17-019 山科本願寺跡
2005RT-
HG009

山科区西野山階町 発掘 柏田 160
2005.05.30

〜
2005.07.02

Ⅰ -21
2005
国補

H17-021 平安宮跡（中務省）
2005HK-
CM006

上京区千本通丸太町下
る東入主税町

発掘 南出 44
2005.06.06

〜
2005.06.24

Ⅰ -01
2005
国補

H17-022 史跡高台寺庭園
2005RT-
KD001

東山区下河原町 確認 前田 20
2005.08.22

〜
2005.09.02

Ⅱ -05

H17-023
平安京跡（右京三条二坊
十五町・三条三坊三町）

2005HK-
RS003

中京区西ノ京東中合町・
桑原町

発掘 卜田 88
2005.08.08

〜
2005.09.02

Ⅰ -08
2005
-05

H17-028
平安京跡（左京二条二坊十
町）

2005HK-
NY001

中京区竹屋町通油小路
西入西竹屋町

発掘 平尾・山口 350
2005.07.06

〜
2005.09.28

Ⅰ -04
2005
-07

H17-029
平安京跡（左京八条三坊三
町）

2005HK-
ER001

下京区油小路通塩小路
下る東塩小路町地内

発掘 東・布川 165
2005.07.28

〜
2005.09.26

Ⅰ -07
2005
-10

H17-030
特別史跡・特別名勝鹿苑寺
（金閣寺）庭園

2005RH-
KK011

北区金閣寺町１番地　
鹿苑寺（金閣寺）境内
　

発掘 小檜山 300
2005.08.03

〜
2006.02.27

Ⅰ -18
2005
-17

H17-031 上京遺跡
2005RH-
RS001

上京区小川通寺之内上
ル本法寺前町

発掘 長戸 92
2005.07.11

〜
2005.08.08

Ⅰ -17
2005
国補

H17-032
平安京跡（右京七条二坊四
町）・衣田町遺跡

2005HK-
YK001

下京区西七条中野町 発掘 柏田 190
2005.08.03

〜
2005.08.29

Ⅰ -12
2005
-06

	 本書番号欄：	 Ⅰ - ＊・Ⅱ - ＊は、本書第１章の報告番号を示す。
	 	 	 2006 は、本書次年度以降にて報告することを示す。

表１　平成 17年度調査一覧表（１）
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第１章　調査報告

契約番号 遺跡名 略記号 調査住所 内容 担当者 面積 期間
本書
番号

備考

H17-033 市指定名勝知恩院方丈庭園
2005RT-
TO001

東山区新橋通大和大路
東入三丁目林下町 400

確認 前田 38
2005.12.12

〜
2005.12.28

Ⅱ -04

H17-034 上里北ノ町遺跡
2005NG-
NS004

京都市西京区大原野上
里北ノ町地内

発掘 卜田 128
2005.10.17

〜
2005.10.28

Ⅰ -19
2005
-11

H17-035
平安京跡（右京二条四坊
十五町）

2005HK-
IZ003

右京区太秦安井西裏町
地内

発掘 長戸 298
2005.10.11

〜
2006.02.16

Ⅰ -09
2005
-13

H17-038 名勝滴翠園（滄浪池）
2005HK-
WI013

下京区堀川通花屋町下
る本願寺門前町地内

発掘・
立会

近藤（奈） 20
2005.11.07

〜
2006.03.31

Ⅰ -06

H17-043
常盤仲之町遺跡・上ノ段遺
跡・広隆寺境内遺跡

2005UZ-
SN003

右京区太秦一ノ井町 ~
太秦青木元町地内

発掘 吉村・東・加納 1,216
2006.01.20

〜
2006.06.30

2006

H17-044 平安京跡 , 旧二条城跡
2005HK-
GX002

京都市上京区大倉町他
（烏丸通出水〜丸太町）

立会 堀内・吉村
2005.12.01

〜
2006.05.31

2006

H17-045 北白川廃寺跡
2005KS-
RS002

左京区北白川大堂町 発掘 布川 108
2005.11.09

〜
2005.12.08

Ⅰ -13
2005
国補

H17-046 山科本願寺跡
2005RT-
HG010

京都市山科区西野山階
町

発掘 柏田 150
2005.11.11

〜
2005.12.16

Ⅰ -22
2005
国補

H17-047
平安京跡（左京一条四坊九
町）

2005HK-
OO001

上京区京都御苑（京都
大宮御所内）　

発掘 木下 200
2006.01.06

〜
2006.01.23

Ⅰ -02
2005
-14

H17-048
史跡旧二条離宮（二条城）・
平安京跡（左京二条二坊六
町）

2005HK-
KR003

中京区竹屋町堀川西入
二条城町地内

発掘 尾藤 38
2006.01.06

〜
2006.03.01

Ⅰ -03
2005
-16

H17-049
平安京跡（右京七条一坊九
町）

2005HK-
XF020

下京区中堂寺粟田町 発掘 平尾 200
2006.02.01

〜
2006.02.24

Ⅰ -11
2005
-12

H17-050
特別史跡・特別名勝 醍醐
寺三宝院庭園

2005FD-
DT007

伏見醍醐東大路町
試掘・
立会

近藤（奈） 7
2005.12.14

〜
2006.02.28

Ⅰ -24

H17-051
平安京跡（左京二条三坊
十六町）・閑院宮邸跡・烏
丸丸太町遺跡

2005HK-
GW002

上京区京都御苑
試掘・
立会

近藤（奈）・鈴
木（久）

20
2005.11.17

〜
2006.01.25

Ⅱ -01

H17-056 史跡・名勝嵐山
2005UZ-
KA001

右京区嵯峨天龍寺芒ノ
馬場町

試掘 小檜山 157
2006.03.06

〜
2006.03.17

Ⅱ -06

H17-057 平安宮跡（朝堂院）
2005HK-
KL001

上京区下立売通千本東
入下る中務町・竹屋町
通千本東入主税町

発掘 吉崎 58
2006.02.03

〜
2006.02.15

2006
国補

H17-058
平安京跡（右京三条二坊
十四町）

2005HK-
RV001

中京区西ノ京下合町 発掘 布川 489
2006.02.10

〜
2006.04.01

2006

H17-059 史跡賀茂御祖神社境内
2005RH-
UU005

左京区下鴨泉川町 発掘
鈴木（久）・近
藤（奈）

75
2006.02.20

〜
2006.03.31

Ⅰ -14
2005
-15

H17-060
淀城跡・長岡京跡（左京九
条三坊十三町）

2005NG-
YE004

伏見区淀池上町地内 発掘 尾藤 116
2006.05.08

〜
2006.06.13

2006

H17-068
平安京跡（右京北辺三坊八
町）

2005HK-
JI001

右京区花園鷹司町 発掘 津々池 220
2006.03.31

〜
2006.05.11

2006

備　考　欄：	 2005- ＊は、2005 年度発掘調査分の京都市埋蔵文化財研究所発掘調査報告番号を示す。
	 	 	 2005 国補は、『京都市内遺跡発掘調査概報　平成 17年度』京都市文化市民局　2006 年３月 31日にて報告を示す。
	 	 	 2006 国補は、『京都市内遺跡発掘調査概報　平成 18年度』京都市文化市民局　2007 年３月 31日にて報告を示す。
	 報告は、『京都市内遺跡立会調査概報　平成 17年度』京都市文化市民局　2006 年３月 31日（４〜 12月調査分）

および、『京都市内遺跡立会調査概報　平成 18年度』京都市文化市民局　2007 年３月 31 日（１〜３月調査分）
にて報告を示す。

	 	 分布報告は、『京都市内遺跡分布調査報告　平成17年度』　京都市文化市民局　2006年３月31日にて報告を示す。

表１　平成 17年度調査一覧表（２）
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Ⅰ　平成 17 年度の発掘調査概要

表２　その他契約一覧表

契約番号 内容 対象 所在地  担当者 備考

H17-002 遺物整理 埋蔵文化財出土遺物整理 京都市 中村 敦

H17-003 遺物保管 埋蔵文化財出土遺物整理 京都市 中村 敦

H17-010 測量 平安京跡 京都市中京区烏丸通三条下ル饅頭屋町 宮原健吾

H17-014 測量 大報恩寺境内遺跡 京都上京区今出川通七本松上ル 宮原健吾

H17-017 講師派遣 講師派遣 奈良大学 辻 純一

H17-018 整理 山科本願寺跡 京都市山科区西野左義長町 小檜山一良

H17-020 整理 山科本願寺跡 京都市西野山階町 清藤玲子

H17-024 保存処理 東京大学構内 東京都文京区本郷 竜子正彦

H17-025 水中調査 沈没船 (19 世紀のｲｷﾞﾘｽ船 ) 埋没地点 広島県福山市 吉崎 伸

H17-026 写真撮影 長岡京跡 長岡京市
村井伸也

幸明綾子

H17-027 保存処理 出島和蘭商館跡 長崎市

竜子正彦

村井伸也

幸明綾子

H17-036 整理 山科本願寺跡 京都市山科区西野山階町 柏田有香

H17-037 整理 平安宮跡 京都市上京区竹屋町通千本東入主税町 南出俊彦

H17-039 測量 法性寺跡 京都市伏見区深草正覚寺町 宮原健吾

H17-040 測量 美濃山王塚古墳 八幡市美濃山王塚地内 宮原健吾

H17-041 整理 上京遺跡
京都市上京区小川通寺の内上ル本法寺

前町
長戸満男

H17-042 発掘調査支援 基地内遺跡 沖縄県宜野湾市 辻 純一

H17-051 調査支援 平安京跡旧閑院宮庭園整備事業 京都市上京区京都御苑
近藤奈央

鈴木久男

H17-052 整理 北白川廃寺 京都市左京区北白川大堂町 布川豊治

H17-053 整理 山科本願寺跡 京都市山科区西野山階町 柏田有香

H17-054 測量 平安京跡 京都中京区烏丸通御池下ル虎屋町 宮原健吾

H17-055 測量 吉田本町遺跡 京都左京区吉田本町 宮原健吾

H17-061 資料整理支援 基地内遺跡ほか 沖縄県宜野湾市ほか 辻 純一

H17-062 測量 山本町遺跡 京都府八幡市山本 宮原健吾

H17-063 写真撮影 八幡市 八幡市
村井伸也

幸明綾子

H17-064 石材復元 特別史跡・特別名勝醍醐寺三宝院庭園 京都市伏見区醍醐東大路町地内 鈴木久男

H17-065 写真撮影 長岡京跡 長岡京市
村井伸也

幸明綾子

H17-066 写真撮影 長岡京跡 長岡京市
村井伸也

幸明綾子

H17-067 報告書作成 17年度報告書 京都市域 中村 敦
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第１章　調査報告

図１　調査位置図
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Ⅰ　平成 17年度の発掘調査概要

図２　京北町区域調査位置図

０ ５㎞

右京区

京北町区域Ⅱ-２
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経過　調査地は、平安宮中務省跡と推定される箇所で

ある。中務省跡の発掘調査は他の宮内に比べて調査が進

んでおり、これまでに 20箇所ほどで行われている。中

でも平成元年度に行われた調査は当調査地に東接してお

り、その際に平安時代の建物跡や土壙などを検出してい

る。

今回の調査では、平成元年度調査に検出した２棟の建

物跡、土壙の全容を明らかにすること、中務省西面築地

跡の検出などを目的とした。

遺構　１区で平安時代の遺構を検出した。建物１は東

西１間分、南北３間分を検出した。それぞれの柱間は

2.4mである。平成元年度調査で検出した建物跡（SB３）

と今回検出した建物１は同一の建物で２間×３間の南北

棟の建物に復元することができた。

土壙７は東西 2.5m、南北 2.3m、深さは 20㎝である。

遺物は土師器、須恵器等の土器類や瓦類が多く出土した。

土壙 20 は東西約３m、南北約４mである。深さは

70㎝である。この土壙からも土器類や瓦類が多数出土

している。

２区では中央で高まりを検出し、その位置は、ほぼ西

面築地心想定線上となるため、この高まりを中務省西面

築地跡と考えた

遺物　今調査で出土した遺物は平安時代の土師器、須

恵器、緑釉陶器、瓦類が主でそれらは土壙などを中心に

整地層からも出土している。

小結　平安時代中期の整地層は周辺の調査でも検出さ

れており、平安時代中期に何らかの整備がなされたこと

を示している。以上のように狭い面積の調査にもかかわ

らず、成果を挙げることができた。平安宮内の調査は小

規模とはいえ、このような調査を積み上げることが平安

宮の研究に大きな役割を果たすものといえる。

図３　調査位置図

図４　遺構実測図

図５　１区第２面全景（北より）

第１章　調査報告

１　平安宮中務省跡

報告書名：『京都市内遺跡発掘調査報告　平成 18年度』京都市文化市民局　2007. ３.31
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経過　調査地は、京都市上京区京都御苑内の大宮御所

の敷地内である。大宮御所（事務棟）整備工事に伴う調

査である。平安京左京一条四坊九町、また、江戸時代初

めに南に隣接する仙洞御所とともに造営された大宮御所

にあたっている。そのため、工事に先立って遺構の残存

状況を確認するために試掘調査を実施し、江戸時代の遺

物包含層や焼土を検出した。そのため、発掘調査を実施

することになった

遺構　１区では、遺構は検出できなかった。北壁沿い

に設置した確認トレンチの土層観察・既設管撤去時の立

会で、整地層と土壙１を確認している。遺構面が比較的

浅かった２区北部で、大型の土壙２（廃棄土壙）を検出

した。

土壙１　１区の南半の東壁（立会ａ地点）で検出した

土壙である。赤貝・蜆などの貝殻とともに肥前磁器の京

焼の椀、白磁の小型椀、土師器の皿などが出土している。

土壙２　２区で検出した土壙である。南側掘形のみの

検出であるが、東西７ｍ以上、南北３ｍ以上の規模をも

ち、完形の土師器（皿）を含む多量の江戸時代の遺物が

出土している。他に貝殻や魚類の骨が出土している。

遺物　遺物の大半が、２区の土壙２（廃棄土壙）から

出土したものである。土師器の皿が９割を占め、完形品

も比較的多い。肥前磁器、京焼系陶器、瀬戸・美濃系の

鍋・壷、信楽の擂鉢、堺・明石系の擂鉢、焼塩壷、土師

質の炮烙・風炉・蓋、土製人形、銭貨、銅製品、鉄製品、

骨製品、石製硯などがある。また、動物遺存体としてテ

ングニシ、アカガイ、シジミガイ、ハマグリ、アワビの

貝殻、魚類のタイ科、シイラの椎骨が出土している。

小結　今回の調査では、掘削深度に制限があったため、

調査区の大半が遺構面に達しなかった。しかし、江戸時

代の土壙（廃棄土壙）を２基検出し、多くの遺物が出土

した。

図６　調査位置図

図７　江戸時代前期遺構配置図

Ⅰ　平成 17年度の発掘調査概要

 

　２　平安京左京一条四坊跡

報告書名：京都市埋蔵文化財研究所発掘調査報告　2005-14『平安京左京一条四坊九町跡』2006. ３.24
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経過　西堀川４号分流幹線公共下水道管布設工事に

伴う竪坑部分の発掘調査である。今回は 2002 年度、

2004 年度に続く３次調査である。調査地は二条城の北

東に位置し、江戸時代には二条離宮（二条城）内にあた

り、平安時代には、平安京左京二条二坊六町、冷然院北

東部に該当する場所である。

遺構　第１面では江戸時代末期から明治時代、第２面

では江戸時代前期から後期、第３面では鎌倉時代から室

町時代、第４・５面では平安時代の遺構を調査した。

第１面では路面、その南側には東西方向の溝、溝の南

側には柵列を検出した。第２面でも路面を確認した。第

３面では、土壙や柱穴を、第４面では、北東から南西に

延びる溝、第５面では柱穴や土壙を検出した。

遺物　平安時代の遺物には、土師器、須恵器、緑釉陶器、

灰釉陶器、瓦がある。鎌倉時代の遺物では土師器が出土

した。室町時代の遺物には、土師器、瓦器、天目、磁器

などが出土した。江戸時代前半の遺物には、瀬戸・美濃

産の施釉陶器椀、丹波産や信楽産の焼締陶器鉢・壷が出

土している。

小結　１・２次調査に引き続き、平安時代から中世、

近世にわたり３時期５面の歴史変遷を明らかにする成果

を得た。平安時代には、溝 90を検出している。平安時

代の冷然院の池に伴う既往の調査で検出している遣水遺

構と同様の規模を測ることから、この溝 90は遣水の上

流部分の可能性がある。鎌倉時代から室町時代には整地

層上で溝や多くの柱穴を検出した。遺物は少ないが、遺

構からは鎌倉時代、室町時代の遺物が出土しており、冷

然院の廃絶後、二条城が創建されるまでの中世の遺構で

ある。江戸時代には、寛永期の後水尾天皇の行幸に伴う

上面に白砂を載せて丹念に整地された路面を検出するこ

とができた。

図８　調査位置図

図９　第１面遺構実測図

図 10　第３面遺構平面図

第１章　調査報告

図 11　第４面遺構平面図

図 12　第５面遺構平面図

３　史跡二条離宮 ( 二条城 )・平安京冷然院跡

報告書名：京都市埋蔵文化財研究所発掘調査報告　2005-16『史跡二条離宮 ( 二条城 )・平安京冷然院跡』2006. ３.31
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経過　調査地は、平安京左京二条二坊十町に位置し、

藤原頼通の邸宅「高陽院」の南西部に該当する。また、

調査対象地の南端付近では大炊御門大路の北築地・側溝

の検出が予想された。「高陽院」に関する発掘調査はこ

れまでに７度実施しているが、いずれの調査でも池跡や

景石など庭園に関する遺構や建物の一部を検出してお

り、遺構の残存状況が非常に良好であることが確認され

ている。

遺構・遺物　１・２・３区で池跡を検出した。１・３

区では岸部は検出されず、２区北部で４時期の岸部を検

出した。２区では、大炊御門大路北築地、大炊御門大路

北側溝、大炊御門大路路面、十町の内溝などを検出した。

１・２・３区で検出した池は、出土土器の年代から高

陽院の苑池と考えられる。２区最終段階の岸には拳大前

後の礫を敷いた洲浜が造られていた。１・３区では調査

区全域が池にあたるが、ほとんどの箇所で池の堆積土は

池底から 0.1ⅿ前後と非常に薄い状況であった。

２区南端の大炊御門大路北築地の高まりの幅は約２

ⅿ、大炊御門大路北側溝の溝幅は約 1.1ⅿで北肩は護岸

の杭列が並び、ほぼ垂直に約 0.5ⅿ立ち上がる。堆積土

は９世紀前半代の土器片を多量に含む砂礫層で、短期に

埋没した状況を呈する。

小結　藤原頼通が造営した高陽院の池跡およびその汀

を４時期にわたって検出できたことや、その高陽院の南

限である大炊御門大路の路面・北側溝・築地跡が確認で

きたことは大きな成果といえよう。高陽院の池について

は過去に数箇所の調査で確認しているが、今回検出した

南岸部は 1981 年度に検出した北岸部から約 140ⅿ南に

位置する。

図 13　調査位置図
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図 14　調査区配置図
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Ⅰ　平成 17 年度の発掘調査概要

４　平安京左京二条二坊跡

報告書名：京都市埋蔵文化財研究所発掘調査報告　2005-7『平安京左京二条二坊十町  ( 高陽院 )  跡』2005.11.30
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経過　この調査は、尚徳中学校地に５学区を統合し仮

称下京中学校を建設することに伴うものである。調査地

は平安京左京六条三坊五町の北端、六町の南西隅、並び

に楊梅小路と町尻小路に当たる。

遺構・遺物　第１面では、近・現代の攪乱は少なく、

幕末期の町屋遺構が良好に残存していた。第２面では、

江戸時代後期の町屋の遺構を検出した。第３面は、江戸

時代前期の遊里から町屋へと変遷する時期にあたるが、

それらの遺構は明確でなく、大規模な土壙（ゴミ穴）が

各所に掘られている状況であった。第４面では、室町時

代の甕据付穴を多数検出した。室町時代の下京は、各所

に酒屋・麹室が所在したことが史料にみえ、今回検出し

た遺構はそれに該当する可能性が高い。第５面では、平

安時代の楊梅小路の路面上で土器を廃棄した土壙などを

検出した。路面はそれらを覆うかたちで厚く堆積するこ

とを確認した。南側溝は想定位置で検出できたが、北側

溝は明確にできなかった。第６面では、平安時代以前の

遺構を調査し、南東部で流路１条、北西部でも流路２条

を検出した。流路のひとつからは、弥生時代後期の土器

がまとまって出土した。

小結　調査区中央で室町時代の埋甕遺構を検出したこ

とで、ここに甕を並べた倉が存在したことが明らかとな

った。甕の内容物に関する資料は得られなかったが、室

町時代の下京には数多くの麹室・酒倉が営まれていたこ

とが知られており、検出した埋甕遺構は酒を醸造するた

めの甕を並べた酒倉の遺構と考えた。酒屋に関する史料

のうち最も著名な史料としては、北野神社文書にある応

永 33 年（1426）の酒屋名簿があり、洛中洛外の酒屋

347 軒が掲載されている。その中の１つに「楊梅室町

西南頬之倉」と記した文書があり、今回検出した埋甕遺

構はここにみえる「倉」に該当する可能性が高い。

図 15　調査位置図

図 16　第４面室町時代全景写真（西より）

第１章　調査報告

５　平安京左京六条三坊跡

報告書名：京都市埋蔵文化財研究所発掘調査報告　2005- ８『平安京左京六条三坊五町跡』2005.12.28
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経過　西本願寺名勝滴翠園保存整備事業に伴う埋蔵文

化財の発掘・立会調査である。調査は 1996 年度から継

続しており、今回は第 10次調査となる。今年度は、整

備工事に並行して実施した立会調査とこれに先行して小

規模な発掘調査を実施した。調査区は、鐘楼西側に２箇

所、踏花塢橋下の流れ、滄浪池西南岸に各１箇所を設定

した。

遺構　鐘楼西側の２箇所の調査区では、江戸時代の南

北方向の石列を検出した。北側で２列、南側で１列を確

認した。方向は、おおむね現園路と平行している。踏花

塢橋下の流れ部分の調査では、昭和になってからの改修

痕跡のみであった。滄浪池西南では、鼠廊北側石垣の調

査を実施したが、石垣の裏込めなどはみられず、石垣自

体が旧池の堆積の上に築かれていることがわかった。江

戸時代の改修とみられる。他の立会調査などでは大きな

成果はみられなかった。

遺物　小規模な調査で遺物の出土はないが、灯籠の一

部とみられる石造物が出土している。

小結　踏花塢橋下の流れは、昭和の改修であったが、

何度も意匠が変更されていることがわかった。鼠廊北側

の石垣は、『滴翠園十勝絵』（1812 年）にも描かれている。

（近藤　奈央）

図 17　調査位置図

図 18　調査区配置図

Ⅰ　平成 17 年度の発掘調査概要

６　名勝滴翠園・平安京左京七条二坊跡
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経過　調査地は、左京八条三坊三町内の一行六門・二

行六門の境界付近にあたる。この八条三坊の中央部は、

京都駅再開発に伴って数次にわたる調査が実施され、ほ

ぼ全域から鎌倉時代から室町時代初頭にかけての鋳造関

係遺物（鏡・銭・刀装具・仏具・坩堝・羽口・銅滓など）

が多く出土している。

遺構　第１面では、14 世紀初頭前後の鋳造関係遺物

（鏡の鋳型・坩堝・羽口・砥石・銅滓など）が多量に埋

まった土壙や井戸などを検出した。第２面では、13 世

紀初頭前後の土器類が多量に埋まっていたＬ字形溝、第

３面では、流路を検出し、堆積したシルト層から平安時

代前期から中期の遺物が出土した。その下は砂礫・砂層

からなり、石器や磨滅した古墳時代の須恵器・土師器が

出土した。

遺物　中世の出土遺物の組成・量に関しては、近隣の

調査とほぼ同一の傾向を見せており、13世前半から 14

世紀前半がピ－クをなす。第１面の鋳造関係遺物が多量

に出土した土壙 94・井戸 130 の埋土を篩にかけ洗浄し

たところ、総計 2,172 点、11,858 ｇの真土・粗型・屏風・

火口・砥石・銅滓・鉄滓に選別できた。

小結　当地は、第２面の 13世紀初頭前後には町屋と

して開発されたことがわかった。13 世紀前半の鏡鋳型

が出土した西隣に位置する六町と対照的である。14 世

紀初頭前後の遺構には、鋳造関係遺物が多く混じるよう

になることがわかった。

図 19　調査位置図

図 20　第１面遺構平面図

第１章　調査報告

図 21　鏡鋳型

７　平安京左京八条三坊跡

報告書名：京都市埋蔵文化財研究所発掘調査報告　2005-10『平安京左京八条三坊三町跡』2005.12.28
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経過　京都市営地下鉄東西線西大路駅出入口の新築・

整備事業工事に伴い京都市立西京高等学校（以下、１区

と呼ぶ）、および中京区西ノ京桑原町島津製作所（以下、

２区と呼ぶ）で調査を実施した。１区は平安京右京三条

二坊十五町、２区は平安京右京三条三坊三町にあたる。

遺構　１区では平安時代の溝３条を検出した。このう

ち、溝１は、道祖大路東築地内溝の推定地で検出したも

ので、幅約 1.1 ｍ、深さは約 0.4 ｍを測る。

２区では平安時代の２条の溝と川を検出した。溝 25

は、道祖大路西側溝みられる南北溝で、調査区北端で幅

1.5 ｍ、深さ 0.3 ｍある。川 29 は、幅約 6.5 ｍ以上で、

検出した部分の深さは 0.3 〜 0.8 ｍである。溝 26 は、

東西溝で、幅 1.0 ｍ、深さ約 0.5 ｍを測る。三条坊門小

路南側溝と考えられる。

遺物　平安時代の前期から中期の土器類が主に出土し

ている。溝１（道祖大路東築地内溝）や溝 26（三条坊

門小路南側溝）の遺物は、９世紀後半〜 10世紀までに

おさまる。川 29・溝２からの遺物には、Ⅰ期新頃の遺

物が含まれており、他の溝より古い様相を示している。

溝 25（道祖大路西側溝）の遺物は、Ⅲ期古・中に相当し、

10世紀前半代につくられた様相を示している。

小結　今回の調査地の２区には、道祖大路西築地心推

定ラインと三条坊門小路南築地心推定ラインが通り、大

路・小路がまじわる所に位置し、１区では、調査地のす

ぐ西側に道祖大路東築地心推定ラインが通る。調査の結

果、１区では溝１（道祖大路東築地内溝）、２区では南

北に流れる川 29、溝 25（道祖大路西側溝）、溝 26（三

条坊門小路南側溝）などを検出する成果を得た。

図 22　調査位置図

Ⅰ　平成 17 年度の発掘調査概要

図 23　遺構平面図

８　平安京右京三条二坊跡

報告書名：京都市埋蔵文化財研究所発掘調査報告　2005-5『平安京右京三条二坊十五町・三坊三町跡』2005.10.27
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経過　太秦安井公園整備事業に伴う発掘調査である。

京都市右京ふれあい文化会館の東側に位置し、1997 年

度の文化会館建設に伴う二条四坊十五町および安井西裏

瓦窯跡の調査では、平安時代中期（11 世紀代）から室

町時代後期（15 世紀代）の西京極大路路面、平安時代

後期（12世紀前半）の西側溝を検出している。

遺構　平安時代の遺構は、西京極大路の東西両側溝と

推定される南北方向の溝を検出した。鎌倉・室町時代の

遺構は、春日小路路面および南側溝と推定される遺構の

他、溝、柱穴、土壙、ピット、落込などを検出した。江

戸時代の遺構は溝、土壙、ピットなどを検出した。

遺物　平安時代、鎌倉・室町時代、桃山・江戸時代の

土器類・瓦類が出土した。西京極大路西側溝と推定した

溝１（１- １区）では、土師器（皿）、須恵器（鉢）、瓦

器（鉢）、緑釉陶器、焼締陶器（甕）、軒平瓦、丸瓦、平

瓦、板状鉄製品、鉄滓などが出土した。

小結　西京極大路の確認については、検出規模が狭小

であり、残存状況も良好とはいえなかったが、両側溝と

みられる南北溝を確認した。また春日小路についても路

面および南側溝とみられる東西溝を確認できた。

図 24　調査位置図

図 26　遺構平面図

第１章　調査報告

９　平安京右京二条四坊跡

報告書名：京都市埋蔵文化財研究所発掘調査報告　2005-13『平安京右京二条四坊十五町跡』2006.3.17

図 25　調査区配置図
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経過　建物建設に伴う調査である。調査地は平安京右

京五条三坊三町にあたり、三町の東半中央部分に位置す

る。また１町内を区分する「四行八門制」では三町内の「東

一・二行、北四・五門」の４戸主分に該当する。鎌倉時

代に作成された『拾芥抄』収録の「西京図」によれば、「小

泉荘」となっている。

遺構　10 世紀前半以降に形成された耕作溝を除けば

平安時代前期から中期に限定できる掘立柱建物８棟・埋

納遺構３箇所・溝３条・柵１列などを検出した。建物１・

２・６・７は南北棟、建物３・４・５・８は東西棟の可

能性が高い。これらの建物群は、柱痕跡ないし柱根が残

存する建物１・５・６・７と、柱が抜き取られたものに

大別できる。さらに抜き取り穴があるものは、焼土や赤

く変色した壁土で埋め戻した建物４・8と、石・瓦など

で埋めた建物２・３に分かれる。調査区中央北側で検出

した東西棟建物３・４・５・８は、ほぼ同じ場所に重複

して建て替えられていた。建物３・４は東一・二行境、

北四・五門境の２本の推定ラインを跨いで建っている。

建物５・８は東一・二行境を跨ぎ北四・五門境北側に沿

って建っていた。

遺物　遺物の大半は溝１〜３からの出土で、須恵器・

土師器・黒色土器・灰釉陶器・緑釉陶器・青磁・白磁・

瓦などがあり、器種も豊富で供膳形態の土器類を中心に

円面硯・風字硯などがある。また建物

１の柱抜き取り穴から出土した９世紀

初頭の須恵器杯に「□長」・「井」墨書

がある。建物４・８の柱抜き取り穴か

ら出土した壁土の上塗り白土に火山灰

を用いていたことが明らとなった。建

物４・８の柱抜き取り穴に詰まってい

た赤化したスサ入りの粘土魂は、姶良

火山灰を主体とする白土（ガラス質 80

％）を仕上げに塗った壁土であることが判明した。

小結　今回の調査では、平安京造営期から 10世紀半

ばまでに収まる遺構群を検出し、平安京右京衰退の一端

を示す資料となった。宅地班給に関しては、最小区画境

界（東一・二行の境・北四・五門の境）を建物３・４・

５・８が跨いで建っていることから、少なくとも三町の

東半で４分の１町以上の占地とみられる。また、この東

一・二行の境は三町東半分の東西中軸ラインとなり、そ

の中軸上に 10世紀半ばまでに同位置に少なくとも建物

３・４・５・８の４回の建て替えがあることがわかる。

図 27　調査位置図

図 28　遺構平面図

Ⅰ　平成 17 年度の発掘調査概要

10　平安京右京五条三坊跡

報告書名：京都市埋蔵文化財研究所発掘調査報告　2005-2『平安京右京五条三坊三町跡』2005. ６.30
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経過　調査対象地は大阪ガス京都工場跡地の南端付近

に位置する。平安京の条坊では右京七条一坊九町の北部

とその北を東西に通る六条大路の一部に該当する。

遺構　調査区のほぼ全域が、表土下約 1.2 〜 1.3ⅿま

で大阪ガスおよびその前身の京都瓦斯関連の建物基礎や

埋設管掘形による削平を受けており、遺構の残存状況は

極めて良くなかった。想定されていた六条大路関連の遺

構も、南側溝に該当する位置に近代の東西溝 SD02 が

開削されていたことや、さらにその北側には、この溝に

流れ込むような湿地状の堆積（SX06）があり、路面の

状況も不明瞭であった。ただ、調査区北西部の一部で小

礫を含んだ硬く締まった面を検出しており、これが一時

期の六条大路路面（SF05）の整地かと思われる。

遺物　遺物の大半が SX06 および SD02 から出土し

た瓦類で土器・陶磁器類はわずかである。瓦類の大半は

平瓦・丸瓦だが、軒丸瓦と文字瓦が１点ずつある。

小結　調査区の北側に当たる右京六条一坊三町・四町・

五町・六町・十一町・十二町・十三町・十四町では、こ

れまでに多数の発掘調査が実施されており、平安時代前

期の条坊遺構や建物、井戸、溝など邸宅に伴う多くの遺

構が検出されている。大阪ガス旧京都工場跡地での調査

としては第 20次にあたる今回の調査では試掘調査の結

果から、六条大路の遺構の検出を主目的にしたが、大阪

ガス旧京都工場やその前身である京都瓦斯関連の建物基

礎や埋設管掘形などのため遺構の残存状況は悪く、中世

の路面の一部を検出するに留まった。

図 29　調査位置図

図 30　遺構平面図

第１章　調査報告

報告書名：京都市埋蔵文化財研究所発掘調査報告　2005-12『平安京右京七条一坊九町跡』2006. ４.28

11　平安京右京七条一坊跡
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経過　この調査は、マンション建設に伴うものである。

平安京右京七条二坊四町にあたり、平安京西市「市町」

跡に推定されている。西市は、右京七条二坊三町・四町・

五町・六町に「市町」、七条一坊十三町・十四町、七条

二坊二町・七町・十一町・十二町、八条二坊一町・八町

に「外町」があったと推定されており、調査地は「市町」

の南東隅にあたる。

遺構　18 〜 19 世紀（江戸時代中・後期から近代）、

17 世紀（江戸時代前期）、14 世紀後半〜 16 世紀（室

町時代）、12世紀後半〜 14世紀前半（平安時代末期か

ら鎌倉時代）の各時期の遺構に分けられる。出土遺物が

乏しく時期を決定できない遺構を除いて、江戸時代の遺

構が最も多く、次いで室町時代の遺構が多いが、それ

以前の遺構は少ない。江戸時代中期から後期（18〜 19

世紀半ば）に属する遺構には、土壙 25・34・98・99

がある。室町時代（14 世紀半ば〜 16 世紀）の主な遺

構には、土壙 16、溝 56、土取り穴 84、溝 119、柱穴

列 178、その他柱穴群がある。平安時代末期から鎌倉

時代（12 世紀後半〜 14 世紀前半）の遺構には、土壙

116・152 と、その他柱穴がある。

遺物　江戸時代のものが最も多く、時代が遡るにした

がって出土量は少なくなる。種別では、土器・陶磁器が

大半を占めるが、瓦や木製品、石製品、金属製品も少量

ながら出土している。

小結　今回の調査では、直接的に西市と関連付けられ

る平安時代前期に遡る遺構は検出されなかった。しかし、

出土遺物に関して言えば、後世の遺構への混入ではある

が、９世紀代にまで遡る土器や瓦が出土している。

図 31　調査位置図

図 32　遺構平面図

Ⅰ　平成 17 年度の発掘調査概要

図 33　遺構全景（北より）

12　平安京右京七条二坊跡

報告書名：京都市埋蔵文化財研究所発掘調査報告　2005-6『平安京右京七条二坊四町 ( 西市 ) 跡』2005.10.31
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経過　この発掘調査は、小規模共同住宅新築工事に伴

うものである。調査地は、北白川廃寺東方基壇の南西、

1980 年調査地の南隣にあたり、既に検出している回廊

の礎石列や、その基壇の南延長部の確認を目的として実

施した。

遺構　西面回廊　西面回廊は瓦葺き単廊の礎石建であ

ることが既にわかっている。基壇幅は、明確ではない

が、ほぼ７mであることがわかる。回廊の梁間寸法は

約 3.8m、桁行寸法が約 3.2mであることも残存礎石よ

り判明している。今回検出した西面回廊の遺構は、これ

らに続くもので、基壇および礎石据付穴を２箇所と基壇

内溝を検出した。

南面回廊　西面回廊から東に折れ曲がる南面回廊と考

えられる東西方向の基壇を検出した。基壇幅については、

南辺が調査区外にあり不明である。礎石据え付けに関係

する明確な遺構は確認できなかった。

遺物　瓦類が大半を占め、軒丸瓦は３種 8点、軒平

瓦は６種 21 点が出土した。土器類は、７世紀から 10

世紀頃までのものが出土しているが、７世紀後葉から８

世紀前半のものが比較的多い。種類は、ほとんどが土師

器と須恵器であるが、灰紬陶器、緑釉陶器と思われるも

のも数点出土している。

小結　今回の調査地北隣、1980 年の調査で、東方基

壇（金堂）とされた建物基壇の南西部、その西側で版築

を施した南北方向の基壇跡を検出した。さらに、1990

年の調査では、この基壇跡の西で南北溝を検出したこと

から、この基壇跡が回廊であることがわかった。今回の

調査では、その西面回廊が東に折れ曲がることから、こ

の回廊が東方基壇（金堂）を囲む回廊であることを明ら

かにすることができた。

図 34　調査位置図

図 35　遺構平面図

第１章　調査報告

報告書名：『京都市内遺跡発掘調査報告　平成 17年度』京都市文化市民局 2006. ３.31

13　北白川廃寺
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経過　調査地は、復元された奈良の小川の南岸中央付

近で、泉川の西にあたる。今回の調査は、昨年度調査の

結果を受けて、石敷遺構１東辺部の確認と石敷遺構２の

性格・時代・規模を確定することを目的とした。調査区

は平成 16年度調査区の東半分（平成３年度調査区南半

分を含む）と、この調査区の東側に 2.5 〜 3.5 ｍ、南側

に約１ｍ拡張して設定した。

遺構　検出した遺構は、昨年度検出した祭壇状遺構と

石敷遺構１・２に加え、石敷遺構２の立石遺構（下層遺

構を含む）、石敷遺構１南東上面で石敷遺構３、石敷遺

構３礫上面で集石遺構１〜３、石敷遺構３の構築面で集

石遺構４〜７、石敷遺構２の一部を壊して造られた柱穴

１・２、現代の土壙の 15基である。時期としては、平

平安時代後期以降江戸時代にかけてのものである。

遺物　遺構に伴う遺物は、ほとんど出土していないが、

石敷遺構１の整地層と考えられる土層から平安時代後期

の遺物（土師器片、須恵器片は器種不明）が細片である

が出土している。鎌倉時代から室町時代の丸・平瓦片が

少量出土している。時期不明のものに、集石遺構２から

鉄滓、石敷遺構３周辺から鉄釘や器種不明鉄製品がある。

その他、特徴的な遺物として、調査区周辺で縄文時代に

相当すると考えられる石錘が出土している。

小結　石敷遺構と祭壇状遺構は古代祭祀の形態を残し

つつ、神社祭祀として確立し、旧奈良の小川が埋没する

江戸時代までの間、使用され続けた遺構と考えられる。

集石遺構群の存在は、石敷遺構とは祭祀形態が異なり、

小規模な祭祀が行われていたことを示唆する。

Ⅰ　平成 17 年度の発掘調査概要

図 38　石敷２（南より）

図 36　調査位置図

図 37　遺構平面図

報告書名：京都市埋蔵文化財研究所発掘調査報告　2005-15『史跡賀茂御祖神社境内』2006.3.31

14　史跡賀茂御祖神社境内

京都府・京都市文化財保護課
　平成２年度試掘調査（1990-1～4）
　平成３年度試掘調査（1991-1～8）　
(財) 京都市埋蔵文化財研究所
　平成10年度試掘調査（1998-1～2）
　平成12年度発掘調査（2000）
　平成13年度発掘調査（2001）
　平成16年度発掘調査（2004）
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経過　調査は、京都市東天王町市営住宅新築工事に伴

い実施した発掘調査である。平安時代後期に白河殿や六

勝寺が造営されたことに伴い、寺院や邸宅として開発さ

れた白河街区の一部に該当する。

遺構　１区では、古墳時代後期の土壙、溝、落込み、

平安時代後期から鎌倉時代初頭の井戸、土壙、白河街区

の南北区画内外溝と推定できる溝、室町時代後期の建物

跡、柵、井戸、土壙（土壙 619 など）、溝、江戸時代後

期から近代のカマド、井戸、土壙、区画溝、耕作溝群で

ある。２区では、平安時代以前の

遺構として落込み、溝がある。平

安時代後期から鎌倉時代初頭の遺

構として井戸、溝、土壙、室町時

代後期の遺構として建物、柵、井戸、

土壙などがある。江戸時代末から

近代の遺構としてカマドがある。

遺物　縄文時代、古墳時代、平

安時代から鎌倉時代、室町時代、

江戸時代から明治時代の遺物が出

土した。大半は土器・瓦類である。

小結　今回の最大の成果は、平

安時代後期の白河街区の区画溝と

室町時代後期の邸宅跡を検出でき、

付近一帯にも街区が広がっていた

ことを確認できたことである。ま

た、縄文時代の土器やサヌカイト

剥片が出土し、岡崎遺跡が縄文時

代までさかのぼる可能性がでてき

たことがあげられる。

図 39　調査位置図

図 40　１区平安時代後期〜鎌倉時代初頭遺構平面図

図 41　２区平安時代後期〜鎌倉時代初頭遺構平面図

第１章　調査報告

報告書名：京都市埋蔵文化財研究所発掘調査報告　2005-4『白河街区跡・岡崎遺跡』2005. ９.30

15　白河街区跡・岡崎遺跡１
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経過　調査は、通称岡崎道と呼ばれる南北方向の道路

内の配水管の布設工事に伴うもので、旧管部分と新規に

布設する部分があったことから、新規部分についてのみ

調査を実施することになった。当地は、白河街区跡の法

勝寺と最勝寺の間の街路と想定される部分にあたる。全

線をＡ区・Ｂ区・Ｃ区の３区に区切って行い、さらに各

区を２〜３箇所に分割して調査を進めた。

遺構　検出した遺構は、弥生時代末から古墳時代初頭

とみられる土壙１基を検出した以外は、すべて近代のも

のであった。

遺物　弥生時代から古墳時代、平安時代、江戸時代か

ら近代の各時代の遺物が出土した。量的に多いのは、近

代の遺物と平安時代の瓦類である。ほとんどの遺物は、

古い水道管の埋め土の中より出土した。瓦類もこの中に

混入していたもので、近代の遺物と共伴しており原位置

を保っていなかった。ただし、土壙１出土の土器は、混

入が認められない良好な一括遺物といえる。

小結　今回の調査は、全トレンチの中央部を古い水道

管が貫き遺構面を破壊していたため、限られた部分の調

査になってしまった。その結果、六勝寺に関係する遺構

は残っていなかったが、岡崎遺跡の遺構を検出し、江戸

時代の土地利用についての知

見を得ることができた。また、

六勝寺関係の多数の瓦類を採

集できたことは、周辺に遺構

が存在する事を示唆している

と言えよう。

図 42　調査位置図

図 43　A-T1 区（北より）

Ⅰ　平成 17 年度の発掘調査概要

図 45　C-T1 区（北より）図 44　B-T1 区（北より）

報告書名：京都市埋蔵文化財研究所発掘調査報告　2005-9『白河街区跡・岡崎遺跡』2005.12.28

16　白河街区跡・岡崎遺跡２
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経過　本調査は、上京遺跡内に位置する個人住宅の新

築工事に伴う発掘調査である。調査地点は、寺之内通の

北方約 130 ｍ、小川通に西面する裏千家今日庵の敷地

内北西部に位置する。上京遺跡は、平安京の北辺に隣接

する中世の都市遺跡であり、上御霊前通以南、烏丸通以

西、一条通以北、智恵光院通以東を境として、約１㎞四

方に広がる遺跡である。

遺構　調査前段階では周辺の調査成果から中世の遺構

が多数を占めると予想されたが、今回の調査では中世よ

りも近世の遺構が多数を占めた。室町時代の遺構はいず

れも後期に属すると推定される溝１条、井戸１基、土壙

４基、ピット群などを検出した。江戸時代の遺構は石室

１基、石組１基、埋納遺構２基、井戸４基、土壙、柱穴、

ピットなどを検出した。室町時代の主な遺構としては、

溝９、井戸 27、土壙５・45・47 を検出した。江戸時

代の主な遺構としては、石組 43、石室６、埋納遺構７・

12、井戸 24・38、柱穴 21を検出した。

遺物　今回出土した遺物は、室町時代後期、桃山時代、

江戸時代のものであるが、江戸時代のものが大半を占め

る。土器類、瓦類、金属製品、石造品などがある。

小結　南北溝９は、断面逆台形状を呈し、幅 1.2 ｍ、

深さ 0.7 ｍの溝で、敷地境界などを示す区画溝であろう。

時期は土師器皿の編年型式から 16世紀初頭から中頃と

位置付けられる。この溝は、柳原御所の西限を画する溝

であると推定され、現小川通および小川の各幅員を考慮

すると室町時代の油小路東側溝である可能性が高いとい

える。

図 46　調査位置図

図 48　遺構平面図

第１章　調査報告

図 47　全景（西より）

報告書名：『京都市内遺跡発掘調査報告　平成 17年度』京都市文化市民局 2006. ３.31

17　上京遺跡
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経過　特別史跡・特別名勝鹿苑寺（金閣寺）庭園内の

鹿苑寺方丈の解体修理に伴う調査である。調査の主要な

目的は、１，方丈の規模とその変遷を調べる、２，下層

の室町時代の北山殿、鎌倉時代の北山第、さらに平安時

代の遺構が想定されるので、これらの遺構の確認と記録

を行うことであった。なお、調査では現在据え付けられ

ている礎石および束石については、可能な限り移動を避

け、必要最小限の調査区の設定を行った。

遺構　調査では、方丈解体後の現基壇上の四半敷範囲

内の面を第１面とした。この面には、多くの礎石や礎石

（束石）抜き取り穴が遺存している。厚さが約 0.6 ｍあ

る延宝期整地層下の第２面では、江戸時代初期（慶長期）

の建物基壇と礎石などがある。その下層の第３面では、

室町時代後期の基壇と礎石などを検出し、さらに第４面

では、室町時代中期の基壇と礎石などを検出した。

遺物　土器・瓦類が大部分を占め、他の遺物は少ない。

調査では第１面から第４面のそれぞれの段階で遺物を採

集したが、３面および４面は部分的な小面積の掘下げに

とどめたことから出土遺物は少量となった。

小結　今回の調査から、現在の

方丈基壇下の土層堆積状況は、延

宝期・慶長期（以上、江戸時代）・

室町時代後期・同中期の整地層が

ほぼ水平に広がりをみせており、

各時代の遺構が良好な状態で遺存

していることがわかった。調査の

成果としては、現在の方丈基壇面

の成立時期が判明したことや、江

戸時代初期の前身方丈跡の検出、

さらに、その下層から室町時代の

２時期の礎石建物跡を検出したこ

となどがある。

図 49　調査位置図

調査地

０ 200ｍ

図 51　第２面遺構平面図
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Ⅰ　平成 17 年度の発掘調査概要

図 50　第２面全景（南東より）

報告書名：京都市埋蔵文化財研究所発掘調査報告　2007-17『特別史跡・特別名勝　鹿苑寺（金閣寺）庭園』2006. ３.31

18　特別史跡・特別名勝　鹿苑寺（金閣寺）庭園



25

経過　今回の発掘調査は、都市計画道路中山石見線の

道路新設工事に先立って、当研究所が実施した調査であ

る。当地は、古墳時代から室町時代の散布地である上里

北ノ町遺跡にあたっていることから、遺跡の状況を明ら

かにすることに主眼をおいた。上里北ノ町遺跡は、西山

丘陵の東にあり、洛西ニュータウンの南側、小畑川とそ

の支流の善峰川の合流する西方に位置する。調査地は丘

陵の裾部と小畑川の段丘が接するところにあり、南西か

ら北東に向かって緩やかに下がる。

遺構　調査の結果、遺構は無く、地山面で竹林の客土

とするための土採取穴とみられる落ち込みを数箇所検出

した。地山面は、調査地南西端で標高 53.30 ｍ、北東

端では標高 52.50 ｍで、南西から北東へゆるやかに下

がる緩斜面であるが、調査地南西部で東へ下がる大きな

段差がある。この段差は、もともとの斜面を竹林の手入

れの際に削ったものと考えられる。

遺物　平安時代から江戸時代の土師器・須恵器・瓦器・

瓦などが出土した。いずれも小片であった。

小結　調査では、丘陵斜面を開削した段差と、竹林の

客土として利用したとみられる土採取の落ち込みと、竹

林の手入れの結果できたと思われる近世の遺物包含層を

検出したに留まり、他の時代の遺構は検出できなかった。

今回の調査で遺構が検出できなかったのは、もともと斜

面であるため、竹林として土地利用されるに留まったと

考えられる。

図 52　調査位置図

図 53　遺構平面図

図 54　調査区全景（北より）

第１章　調査報告

19　上里北ノ町遺跡

報告書名：京都市埋蔵文化財研究所発掘調査報告　2005-11『上里北ノ町遺跡』2006. １.31
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経過　調査は、ビル新築工事に伴うもので、山科本願

寺跡関連では、12 次調査となる。調査地は、国道１号

線の北側に位置しており、山科本願寺跡の西辺にあたる。

光照寺に残る「野村本願寺古御屋敷之図」などの古絵図

をもとにした復元図によると、「御本寺」を囲う南北方

向の土塁の東側斜面に該当すると推測された。なお、こ

の南北方向の土塁は調査地の北側で東に折れ東西方向に

向きを変える。この東西方向の土塁は一部が現在も残存

している。

遺構　山科本願寺跡に伴う土塁の一部、石組み溝、石

組み溝から土塁下を抜ける石組み暗渠の一部を検出し

た。南北方向の石組み溝４の幅は側石を含めて約１ｍ、

内法では約 0.4 ｍ、深さは約 0.3 ｍである。暗渠５は検

出した範囲では南側の側石と底石は全て抜き取られてお

り、北側側石の一部が残存するのみであった。側石は

直径 25〜 30㎝の扁平な石を４段以上積み上げている。

残存する溝の幅は約１m、深さは約 0.7 ｍである。

遺物　室町時代の土師器・瓦質土器・施釉陶器・輸入

陶磁器・鉄釘・鉄滓・茶臼などが出土した。

小結　隣接する 11・13 次の調査成果とともに復元す

ると、土塁に関しては、今回検出した石組み溝４を内側

の裾とした場合、土塁基底部の幅は約 13.5 ｍ、西側（堀

側）の傾斜角度は約 35度、東側（内側）の傾斜角度は

約 20 〜 25 度である。上部は削平されており、高さは

不明であるが、北側に残存する土塁の高さから復元する

と、堀側の基底部からの高さ約７m、内側の基底部から

の高さは約 5.7 ｍとなる。北側の土塁も削平されている

ことから、本来はそれ以上の高さがあったと推測される。

暗渠に関しては、13 次調査Ｂ区と合わせての検出長は

約 9.5 ｍ、底石を南北に２石並べて敷き、側石は４〜５

段積み、天井石は２〜３石を組み合わせて積んでいる。

内法で幅約 40㎝、高さ 60㎝である。

図 55　調査位置図

図 56　遺構平面図

Ⅰ　平成 17 年度の発掘調査概要

報告書名：京都市埋蔵文化財研究所発掘調査報告　2005-3『山科本願寺跡』2005. ７.29

20　山科本願寺跡１
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経過　この調査は、駐車機械設置に伴い実施したもの

である。山科本願寺跡関連では 13次調査となる。調査

区は、屈曲する土塁のコーナー部および東西方向の土塁

の内側裾を検出することを目的としたＡ区と、11 次調

査で検出された暗渠の出口部分を確認するためのＢ区の

２箇所を設定した。

遺構　土塁２・土壙３・炉跡４・土取り穴群５・泉状

遺構６・排水溝８の各遺構を検出した。また、泉状遺構

６内部に土器集中部７が認められた。これらの遺構は、

それぞれの切り合い関係や断面の堆積状況の検討、遺構

の性格などから２時期に分かれると考えられる。すなわ

ち、土塁２が築かれ、炉跡４・土取り穴群５・土壙３が

存在した時期と、これらの遺構を埋めてさらに整地し直

し、泉状遺構６・排水溝８を作った時期である。

遺物　室町時代の土師器・瓦質土器・施釉陶器・輸入

陶磁器・鉄釘・鉄滓・道具瓦・壁土などが出土した。。

小結　泉状遺構６と排水溝８は、位置関係から 12次

調査で検出された石組み溝に続く可能性が高く、最終的

には今回Ｂ区で検出した暗渠から土塁の外堀に排水され

る仕組みになっていたと考えられる。また、泉状遺構６

の内部には巨大な景石が据えられるなど、これら一連の

遺構は、景観を意識して作られた園池の一部であると考

えられる。

図 58　遺構平面図

図 57　11〜 13 次調査区配置図

第１章　調査報告

報告書名：『京都市内遺跡発掘調査報告　平成 17年度』京都市文化市民局 2006. ３.31

21　山科本願寺跡２
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経過　この調査は、共同住宅建設に伴い実施したも

ので、山科本願寺跡関連では 14次調査となる。調査地

は、国道１号線の北側に位置し、「御本寺」の中心部分

にあたる（図 55）。当調査地の西に隣接する敷地では、

1974 年に山科本願寺跡寺内町調査団によって発掘調査

が行われ、石室や石組み溝、柱穴などの遺構が出土して

いる。

遺構　近世の整地層下で広い範囲に焼土層が認められ

た。厚いところでは５cm以上堆積しており、15〜 16

世紀代の輸入陶磁器が大量に含まれる。また二次被熱を

受けたものが多いことからも、1532 年の山科本願寺焼

き討ちに伴う焼土層と考えられる。この焼土を除去し遺

構面を検出した。調査区東寄りで検出した南北方向の柱

列 180 を境にして、それより西側の遺構は、柱列や井戸、

溝や池からなる庭園遺構など、何らかの建物とそれに付

随するものと考えられるが、東側は焼成土壙１や土壙３

が単独で存在しており、遺構の性格に違いがみられる。

遺物　焼き討ちに伴うと想定される焼土層や、焼土層

で埋まる遺構からは大量の輸入陶磁器が出土した。また

土壙３からはガラス玉などが出土したため、埋土を全て

水洗篩別作業を行った。その結果、大量の玉類、彫漆や

金蒔絵等の漆器片、金銅製品などの特殊遺物を抽出する

ことができた。

小結　調査地は「御本寺」の中心部に位置すること、

輸入陶磁器類の出土比率の高さ、ガラス玉、漆芸品とい

った出土遺物の特異性から考慮して、重要な建物あるい

は、施設が存在した可能性が高い。このような建物の性

格に関しては櫻井敏雄氏の研究に詳しい。それによれば、

仏事と遊興を行う、公的と私的な２つの側面があり、将

軍家や禅宗寺院における会所的役割をもつ建物であると

される。庭や会所飾りに相当する青磁などの輸入陶磁器

類や硯、漆器、茶事を行う茶道具などの出土からみて、

この建物は、「御亭」に関連する施設である可能性を考

えておきたい。

図 59　遺構平面図

図 60　玉類

Ⅰ　平成 17 年度の発掘調査概要

図 61　多彩磁器 図 62　青磁

報告書名：『京都市内遺跡発掘調査報告　平成 17年度』京都市文化市民局 2006. ３.31

22　山科本願寺跡３
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経過　本調査は、都市計画道路改築工事に伴う発掘調

査である。調査地は、新十条通と府道勧修寺今熊野線交

差点に区切られた御陵六地蔵線道路で、中臣遺跡 82次

調査となる。勧修小学校正門前から府道勧修寺今熊野線

交差点までの南半部の調査は平成 10年度に実施し、同

小学校正門前から新十条通間の北半部は、平成 11年か

ら 12年にかけて対象地の大部分を実施した。

遺構　調査区北側で柱穴２・３・６・17 で構成され

る掘立柱建物、調査区西端では溝１を検出した。掘立柱

建物は、桁行１間（1.2m）以上、梁間１間（2.7m）で

座標北に対して東へ若干振れる。柱穴 17付近で平安時

代中期の土器が出土しており、同時期の建物の可能性が

高い。４個の柱穴は、掘形が径約 50 〜 70㎝、深さ約

４〜 20㎝の不定形を呈する。柱痕跡は柱穴３・６・17

で検出し、径約 10〜 24㎝、深さ約８〜 20㎝ある。

遺物　６〜７世紀の遺物は、土取穴 15から出土した

土師器長胴甕と須恵器甕がある。平安時代の遺物は、柱

穴 17周辺から出土した土師器皿、調査区西側の遺構検

出中に出土した黒色土器椀がある。

小結　今回の調査で検出した掘立柱建物は、80・81

次調査で検出している掘立柱建物群と同方位の振れをも

つことから、同時期のものであると考えられる。今回、

平安時代中期の土器類が出土したことにより、80・81

次調査終了時には時期不明とされていた掘立柱建物群の

成立年代が平安時代である可能性が強まった。

図 63　調査位置図

図 65　遺構平面図

第１章　調査報告

図 64　調査区配置図

23　中臣遺跡

報告書名：京都市埋蔵文化財研究所発掘調査報告　2005-1『中臣遺跡』2005. ６.30
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Ⅰ　平成 17年度の発掘調査概要

経過　特別史跡・特別名勝醍醐寺三宝院庭園の庭園修

復事業に伴う試掘・立会調査である。平成 14年度から

調査を開始し、今年は４年度目になる。今年度は、昨年

度の調査で検出した旧排水施設の木樋東端と西端の確認

と、旧排水管の位置確認を目的として、現排水溝の東・

西端に調査区を設定して試掘調査を行った。同時に、今

年度の護岸修復工事による天端石再設置と下部工の行わ

れる南岸の立会調査を行った。

遺構　今年度の主な調査成果としては、以下のことが

わかった。

・木樋西端は水門直下に位置し、土管に継ぎ替えられ

ている。

・木樋東端は階段状積み石西端直下で、垂直に切り落

とされた後、板で蓋がされていた。

・旧排水溝西端は、何度も改修が行われていた。

・南岸景石の修復時の裏込めには、瓦片が多用された

時期があった。

・南岸景石の一部には、江戸期の修復状態を留めてい

るものがある。

遺物　出土した遺物は、土師器皿細片と瓦片がその大

部分を占める。土師器皿細

片は時期不明なものが多く、

瓦片は江戸時代の桟瓦が南

岸の天端石と陸部の間に裏

込めとして使用されていた

ため大量に出土している。

南岸出土の遺物の中で、層

に対応していると考えられ

る遺物は、裏込めとして使

用されていた桟瓦と肥前磁

器碗、土師器皿である。そ

の他の遺物は、堆積土や修

復時の埋め戻し土に混入したものと考えられる。

小結　今年度は、藤戸石前の南岸と昨年度の調査を受

けて木樋周辺の調査を行った。南岸では東と西で大きく

層位が違うことが分かり、木樋東側の断割では改修され

た痕跡を確認した。（近藤　奈央）

図 66　調査位置図

図 67　トレンチ配置図

24　特別史跡・特別名勝　醍醐寺三宝院庭園
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第１章　調査報告

Ⅱ　平成 17 年度の試掘・立会・確認・

分布調査の概要

平成 17年度に実施した試掘・立会・確認調査は、表

１に示した 10件である。このうち、京都市内遺跡を対

象とした立会調査の報告については、多数の件数におよ

び、別途報告書が発刊されておりそちらを参照いただき

たい。10件のうち、６件の報告を本書で掲載した。

今年度の特徴は、現存する庭園に関係する試掘調査や

確認調査が実施されたことである。このうち、「Ⅱ - １

　旧閑院宮邸跡」の調査は、宮邸の池の整備に伴うもの

で、調査成果をもとに復元整備され、現在一般公開され

ている。近世の作庭になるが古式ただよう洲浜や中島で

構成されていたことがわかった。同じく、「Ⅱ - ４　名

勝知恩院方丈庭園」、「Ⅱ - ５　史跡高台寺庭園」でも庭

園の調査を実施し、多くの知見を得ることができた。

「Ⅱ - ２　右京区京北遺跡分布調査」は、京北町合併

に伴う遺跡台帳作成のための分布調査を実施したもので

ある。新たに確認した遺跡も加わることとなった。
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Ⅱ　平成 17年度の試掘・立会調査概要

１　旧閑院宮邸跡

経過　旧閑院宮邸跡庭園整備事業に伴う埋蔵文化財調

査である。調査地は、京都市上京区京都御苑の南西角に

位置し、江戸時代中期から明治時代初頭にかけて閑院宮

邸が所在したところである。平安京の条坊では、左京二

条三坊十六町に該当し、平安時代末期には関白藤原基房

の邸宅「松殿」があったとされる。また、縄文時代から

飛鳥時代にかけての集落遺跡である烏丸丸太町遺跡の範

囲にも含まれる。

京都御苑保存協会事務所として使用されていた木造建

物とコンクリート造りの現保存協会事務所の南に広がる

庭園は、江戸時代中期に新設された閑院宮邸の庭園遺構

と考えられている。しかしながら、その成立と変遷につ

いての詳細は、絵図や地図などでわずかに確認できる程

度であり、規模や意匠などについては不明なことが多い。

平成 16年度の試掘調査では、８箇所の調査区を設け

て、汀の旧状、築山の状態、景石の据え付け状況などの

調査を行った。その結果、現状の池の下に意匠のまった

く異なる池（旧池）が存在していたことが判明した。旧

池は北岸が礫敷き、南岸が粘土上に礫を貼り付けた洲浜

状になり、現状と同様の位置に中島が配されていた。旧

池の作庭時期は、18世紀中頃と考えられ、19世紀前半

には荒廃が進み、幕末にはほぼ埋没していたと考えられ

る。現状の池が掘削されるのは、近現代であったことが

わかった。なお、鍵層となる江戸時代の火災層や火災処

理土（閑院宮は 1788 年と 1864 年に被災）は、すべて

の調査区で検出することができなかった。

今回の調査は、平成 16年度の調査で、洲浜状遺構を

南岸でしか確認しておらず、保存復元整備の資料とする

には形状的に無理が生じたため、北岸の旧状を確認する

ことを目的として行った。北岸の陸部に４箇所の調査区

を設定した。また、整備を行うに際して、池の堆積土を

取り除いたところ、池底南東部に旧池が良好に残存して

いることが判明し、この部分の調査を実施した。

遺構　遺構は、現状の池と旧池、今回新たに検出した

井戸状遺構がある。現状の池には調査区を４箇所、旧池

の洲浜には２箇所の断割を入れた。以下、個別に概要を

述べる。

１．現池北岸の調査（図 69・70）

①９トレンチ

池の北西部に設定した調査区である。陸部と池底の比

高差は、約 1.6 ｍであった。層序は、植栽の根を多く含

む黒褐色粘質土、暗灰黄色粘質土、植栽の根を多く含む

オリーブ黒色粘土混礫、焼土塊と炭化物を少量含む暗褐

色粘質土、池底である灰黄褐色粘質土、灰色粘土混粗砂

礫である。調査区北側の表土下約 0.4 ｍのところで、花

崗岩が風化した縁石状のものを検出した。１〜３層目ま

では、昭和に入ってからの盛土と考えられ、池造営当初

の北岸は４層目の可能性が高い。

② 10トレンチ

旧管理事務所南西角近くの池北岸に設定した。陸部と

池底の標高差は、1.6 ｍである。層序は、植栽の根を多

く含む暗灰黄色粘質土、池底近くで植栽の根を多く含む

オリーブ黒色粘質土、黒褐色粘質土、炭化物を多く含み

焼土塊と土師器片を少量含む灰色粘質土混微砂、焼土塊

と炭化物を少量含む暗褐色粘質土、炭化物と土師器片を

多く含む黒色粘土混礫、地山である黒褐色粘質土であ

る。１〜３層は昭和の盛土、４層は池が造られた後に北

図 68　調査位置図
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第１章　調査報告

岸を削平した土、５層は池当初の北岸と考えられる。６

層は、堆積土層であることや、東西方向の溝状遺構にな

ること、出土遺物などから平安時代後期の溝になる可能

性が高い。

③ 11トレンチ（図３）

池北岸中央にあった階段全域を掘り下げた。調査区範

図 69　トレンチ・遺構配置図
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Ⅱ　平成 17年度の試掘・立会調査概要

図 70　９〜 12トレンチ断面図
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図 71　旧池平面図
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Ⅱ　平成 17年度の試掘・立会調査概要

図 72　旧池　南岸・南西岸、洲浜断割断面図



37

第１章　調査報告

囲には、平成 16年度１トレンチを東側に含む。調査区

南側を約 0.5 ｍ下げた際に、旧階段を検出した。この階

段は昨年度調査において階段③としたものであり、その

後の調査で飛び石状遺構の続きであると確認したもので

ある。明治時代以降に造られたものと推定したが、下層

遺構の確認が目的であったため、取り崩して更に下層へ

と掘り進んだ。その後、上層階段中央付近から、南北方

向の土管とその排水口に造られた石組み遺構を検出し

た。石組み遺構の検出面の高さは、魚溜り状遺構と同じ

であり、飛び石状遺構の直下であった。土管の掘形は幅

約 0.7 ｍあり、表土から約 0.7 ｍ付近から掘り込んでい

た。土管の排水口には、南北方向 0.6 ｍ以上、東西方向

0.59 ｍくらいの板石を敷き、廻りを高さ約 0.2 ｍ、長

辺約 0.2 ｍ、短辺約 0.1 ｍの石を数個使用して側面を造

っていた。側石は、南北方向ではなく、北西から南東に

向かって並べられていることから、南東に排水するよう

に造られたものと考えられる。石組み遺構周辺には、拳

大の礫を敷詰めていた。

土管の法量は、長さ約 70cm、直径約 35cm、厚さ

約２cm、内法径約 30cm、接合部長さ約７cmである。

２本分の土管を検出している。中に、土は詰まっていな

かった。

④ 12トレンチ

池北岸東端の調査区で、陸部と現池底の高低差は約

1.9 ｍである。層序は、暗褐色砂質土、灰色微砂、オリ

ーブ黒色細砂、陸部側の焼土塊と炭化物を少量含む灰黄

褐色粘土や暗オリーブ褐色粘質土、焼土塊と瓦を多く含

む黒褐色粘土などが続き、池底近くで灰色粘質土混粗砂

礫となる。調査前に間知石護岸があり、それを除く際に

攪乱された層が１層目、２・３層目は間知石以前の護岸、

４〜６層目は陸部の盛土、７・８層目はある時期の護岸

裏込め、９〜 11層目が池を造った際の北岸と考えられ

る。９層目は焼け瓦を多量に含む火災処理土であるが、

1788 年の火災によるものであるのか、1864 年の火災

によるものであるのかは特定できなかった。

２．池南岸の調査

洲浜の構造を明らかにするために、南岸と南西岸に断

割を入れて調査を行った。また、南西岸にある景石の据

え付け状態を確認するために掘り下げたところ、約 0.2

ｍの深さまで径 10〜 20cmの礫を含む灰色粘土が入っ

ており、その下は炭混じりの黒褐色粘質土となった。約

0.2 ｍ四方の範囲を調査しただけであったので、礫を含

む灰色粘土が古い洲浜の残骸であるのか、景石の掘形埋

土であるのかを確認することはできなかった。以下に、

断割部分についての説明を行う。

①南岸

昨年度調査の３トレンチ西側の洲浜に、0.1 〜 0.2 ｍ

幅の断割を入れて土層観察を行った。その結果、地山相

当層の黒褐色粘質土に杭（径２〜３cm）を打ち込んで、

土留めを行い、その上に暗緑灰色粘土で漏水防止を行っ

図 73　旧池南西岸断面図
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た後、黒褐色粘土に洲浜の玉石を貼り付けていたことが

わかった。陸部側では、昨年検出した胴木上面まで池の

堆積土があり、その直下層である焼土塊や炭化物を少量

含む層（非常に堅く叩き締められている）に胴木が置か

れていることを再度確認した。

②南西岸（図 73）

洲浜の玉石は、南岸と同様の造り方であった。漏水防

止の暗緑灰色粘土下に、オリーブ褐色粘土が入っていた。

この２つの層はほぼ平行して汀から陸部にかけて入って

いたが、西端を江戸時代の土壙に切られているため、ど

こまで続いていたのかは不明である。オリーブ褐色粘土

の汀近くの直下から池底に向かって落ち込むオリーブ黒

色微砂層がある。この層が汀の旧構築土であると考えら

れることから、オリーブ褐色粘土は漏水防止用に入れら

れた可能性が高い。

３．井戸状遺構（図 74）

旧池の北東に位置し、現池の池底表面を約 0.1 ｍり下

げた際に検出した。一辺 20〜 25cmの花崗岩製間知石

を使用した、内法径約 0.9 ｍの円形石積み遺構で、掘形

は径 0.4 〜 0.5 ｍの規模である。北側上部の２石と南側

上部の２石が、他の石より約 0.2 ｍ低い位置に据えられ

ている。また、南側には南北方向の深さ約 0.15 ｍ、幅

約 0.8 ｍの溝が見つかった。この溝の両端の所々に川原

石が据えられているが、石のない部分は抜かれたものか、

最初からなかったのかは確認できなかった。層序は、現

池底の腐植土混じりのオリーブ黒色粘質土、埋土上層の

腐植土混じりの黒褐色粘質土、約 0.2 ｍ厚のオリーブ黒

色砂と約 0.02 ｍ厚の落葉と腐植土の混じった層の互層、

オリーブ黒色砂の直下に白色微砂が堆積し、それより下

図 74　旧池井戸状遺構遺構実測図
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には拳大の礫と瓦片が詰まっていた。礫と瓦片の上層に

堆積している白色微砂は、非常に綺麗な砂であることか

ら、この井戸が自噴していた可能性も考えられる。拳大

の礫が入っている上面（深さ約１ｍ）までを掘削したが、

更に深くなることが判明したため、掘下げを中止した。

現在の池を造る以前の井戸または、旧池に水を供給する

ための泉のような遺構と考えられるが、正確な用途は不

明である。

遺物　遺物は整理箱に１箱出土した。各トレンチから

出土した遺物のほとんどが、土師器皿や陶磁器類であり、

時期は江戸時代を中心とする。桃山時代末から江戸時代

前期の遺物は、現池底や旧池を断ち割った際に出土して

いることから、旧池は江戸時代前期の遺構や包含層を切

り込んで造られていることを改めて確認することができ

る資料となった。平安時代後期の遺物は、10 トレンチ

最下層で検出した東西方向の溝から出土している。

小結　今回の調査では、旧池の全体像を掴めたことが

大きな成果である。昨年度調査で確認していたように、

南岸の洲浜については良好な状態で残存しており、北岸

から西岸にかけての洲浜についても、上部は削平されて

いるものの、下部の残存状態は良好であった。北東の護

岸では、洲浜を確認することができなかったが、汀の延

長線上に杭列を検出している。この杭列は、作庭時の土

留めまたは作業単位の指標もしくは、井戸状遺構から水

を引いていた場合に、この杭列が堰のような役目をして

いたものとも考えられる。なお、杭列は南岸の洲浜断割

で検出している。中島は、現石積み中島の南西側で検出

した。中島の川原石の多くは、粘土が外れたとみられ、

石の並びが整然としていなかったが、岸同様に洲浜敷き

であったと考えられる。このように、旧池は中島も含め

て洲浜が敷かれた、東西に細長い園池であったことが判

明した。

次に、焼け瓦を大量に含む火災処理土を北岸で確認で

きたことは、建物と池の新旧関係を考える上で、欠かせ

ない成果である。12 トレンチの火災処理土上面は、表

土下約 0.5 ｍからの検出であり、他のトレンチについて

図 75　11トレンチ全景（南西より） 図 76　井戸状遺構全景（北より）
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も同様の深さから、焼土塊や炭を含む層を検出している。

この層は、現池陸部北西の立会調査
註１

で検出した２層分の

焼土層（上層のものが 19 世紀頃、下層のものが 18 世

紀後半頃）に相当している。現池はこれら 19世紀頃の

焼土層を掘り込んで造られていることから、この火災処

理土の上面付近が、現池が造られた当初の北岸に相当す

るとみられる。現状の地表面から 0.2 〜 0.4 ｍ下がった

ところが、現池造営時の陸部と考えられ、池底から修復

された建物までの勾配は緩やかであったことが推測でき

る。そして、同立会調査の最下層で検出された石組溝（検

出面の標高 44.20 ｍ）と今回の調査結果から、旧池の

陸部は標高 43.70 〜 44.20 ｍの間に納まるとみられる。

現況からはほとんど不明であった建物と旧池の関係が、

ある程度推測可能となった。

その他に、平安時代後期の遺構を池底で検出したこと

から、現池底や陸部下層には当該期の遺物を含む遺構が

良好な状態で保存されていることを確認することができ

た。（近藤　奈央）

註１　吉本健吾　2007「平安京左京二条三坊十六町」『平成
18 年度　京都市内遺跡立会調査報告』　京都市文化市民
局

図 77　旧池南岸洲浜（北東から）

図 78　旧池南西岸洲浜断割（北西から）
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２　右京区京北遺跡分布調査

経過　調査は、2005 年４月１日に、京都府北桑田郡

京北町と京都市が合併したことに伴い、京北町全域（図

２参照）の既知遺跡の現状確認と、新規遺跡発見のため

の分布調査および道路新設・拡幅工事が計画されている

予定地の遺跡分布調査の必要性を認め、実施することと

なったものである。広域にわたる分布調査で詳細につい

ては、報告書を参照されたい。

遺構　遺跡確認・分布調査では、遺跡の分布を上桂川

流域、弓削川流域、大堰川流域に大別して実施した。縄

文・弥生・古墳・奈良・中世・近世の遺跡の分布を追認

あるいは新規に確認することができた。

道路建設予定地の分布調査では、予定されている道路

拡幅・延長事業の３路線について、事業予定地とその周

辺を踏査し、一部で遺跡の広がりが予想できた。

遺物　採取遺物は整理箱に１箱である。土器類が大半

である。下弓削遺跡の道路際の遺物包含層から採取した

土師器皿は、８世紀前半に属する。また、岩ヶ鼻では現

代の共同墓地の墓道で、奈良時代とみられる須恵器杯の

高台部破片などを採取している。東山遺跡隣接地の共同

墓地内で採取した土師器皿片はいわゆる「へそ皿」で、

室町時代とみられる。

小結　遺跡の確認・分布調査では、京北地域でこれま

で確認されていた遺跡の総数は 101 である。今回の調

査で、再度大半の遺跡の現状を確認し、新たに推定地を

34箇所確認することができた。

道路建設予定地の調査では、弥生時代の遺物散布地で

ある卯滝谷遺跡の区域で遺跡の広がりが立地条件から予

想されることがわかった。

報告書：『京都市内遺跡分布調査報告　平成 17 年度』京都市
　　文化市民局　2006. ３.31

３　嵯峨折戸町遺跡

経過　ＪＲ嵐山線太秦・嵯峨嵐山駅間の複線化による

路盤新設他工事に伴い、立会調査を実施することになっ

た。 ただし今回は、工事工程の都合により工事掘削と

の並行ではなく調査のみの掘削を先行する形で実施し

た。

調査地は嵯峨折戸町遺跡（平安時代を中心とする集落

跡）の東端にあたり、平安京城外の西北に位置する旧下

嵯峨村に属した地域である。古代は葛野郡川辺郷に属す

る嵯峨地域の一部である。東側に斎川とも称された有栖

川が南流し、古くから氾濫が頻発した土地であることが

今回の調査でも明らかとなった。

調査地周辺では1989年６月～1991年１月にかけて、

油掛町・折戸町・冑塚町・中又町を対象に広範囲な立会

調査が行われ、飛鳥時代・平安時代後期・鎌倉時代・室

町時代後期・桃山時代といった各時代の土壙・溝・路面・

柱穴・遺物包含層などが検出されている。今回の調査地

に最も近接した南側の立会調査では、平安時代後期の柱

穴及び土壙が検出されている
註１

。

遺構　掘削範囲は、線路北側の複線化予定地に沿って

東西 150 ｍ区間である。掘削規模は幅 0.7 ｍ、長さ２

図 79　調査位置図

甲塚古墳

調査地
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図 80　調査地点図
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～３ｍ、深さは工事に対応し平均 1.9 ｍとした。17 箇

所を掘削し、断面撮影および断面柱状図をそれぞれ作成

した。

基本層序は№ 15以東と以西でやや異なっており、以

東は盛土・耕作土（１～２面）・床土・遺物包含層・黒

褐色砂泥（やや粘質）層・砂礫層となる。以西は、遺物

包含層以下無遺物層となり、地山以下は検出地点によっ

て粘土、微砂、礫を含む砂泥あるいは泥砂、といった違

いがあるものの、全体の広がりからみると有栖川の氾濫

や溜りなどを含めた旧流れ堆積と考えられる。

遺物　遺物は耕作土から出土した近代の白磁以外はい

ずれも微小片の土師器である。したがってその時期確定

は難しいが、№６－第２層・№８－第２層の土師器片は

わずかに口縁が残存しており、その形状から平安時代後

期から末期とみられる。№ 16－第６層の土師器片につ

いては、胎土の特徴などから古墳時代とみられるが、小

片のため器形は不明である。

小結　わずかではあるが古墳時代および平安時代後期

から末期と考えられる土師器が検出できたことから、当

調査地は古代集落の一部ではないかと推察できる。

註１　小檜山一良他『京都嵯峨野の遺跡』 財団法人 京都市埋蔵
文化財研究所　1997 年

図 81　断面図

L.H
=34.0m

盛
土

耕
作
土

耕
作
土

床
土

暗
灰
黄
色
砂
泥

暗
褐
色
砂
泥

灰
黄
褐
色
砂
泥

灰
黄
褐
色
微
砂

黒
褐
色
粘
土
礫
混

に
ぶ
い
黄
褐
色
砂
泥

（
炭
化
物
微
量
含
む・土

師
器
含
む
）

N
o.16

盛
土

灰
黄
褐
色
砂
泥

暗
褐
色
砂
泥

黒
褐
色
泥
砂

褐
色
泥
砂

暗
褐
色
砂
礫

暗
褐
色
細
砂

耕
作
土

N
o.5

盛
土

床
土

暗
オ
リ
ー
ブ
褐
色
砂
泥

黒
褐
色
微
砂
混
粘
土

黒
褐
色
砂
泥

に
ぶ
い
黄
褐
色
砂
泥

暗
褐
色
砂
礫

暗
褐
色
細
砂

耕
作
土

N
o.13

盛
土

床
土

暗
オ
リ
ー
ブ
褐
色
砂
泥

灰
黄
褐
色
泥
砂

灰
黄
褐
色
砂
泥

黒
褐
色
細
砂

褐
色
細
砂

耕
作
土

N
o.6

盛
土

暗
灰
黄
色
砂
泥

（
土
師
器
含
む
）

黒
褐
色
粘
土

黒
色
砂
泥
小
礫
混

黒
褐
色
砂
泥
小
礫
混

暗
褐
色
泥
砂

灰
黄
褐
色
砂
泥

（
土
師
器
小
片
含
む
）

N
o.7

盛
土

暗
褐
色
砂
礫

黒
褐
色
砂
泥
礫
混

黒
褐
色
砂
泥

黒
色
粘
土
質
砂
泥

灰
黄
褐
色
砂
泥

（
土
師
器
小
片
含
む
）

耕
作
土

N
o.8

盛
土

床
土

灰
黄
褐
色
砂
泥

黒
褐
色
砂
泥

暗
褐
色
細
砂

暗
褐
色
砂
礫

耕
作
土

N
o.10

第１章　調査報告



44

４　名勝　知恩院方丈庭園

経過　調査は平成２年に京都市名勝として指定された

知恩院方丈庭園整備工事に伴い、庭園の変遷および損傷

状況を調査する目的で実施した確認調査である。方丈庭

園は大方丈と小方丈の南から東側にかけて建物に沿うよ

うに、細長く作られた園池である。

調査は池の中央部に土嚢を築き北池と南池を分断し

て、北池と南池に分けて実施することになった。まず北

池から調査を開始し池底に１トレンチを設定した。北池

中央部の西側池底には洲浜状の遺構が認められ、また、

東側へ高まりがのびるためトレンチの範囲を広げた。東

側護岸では景石が少ないため、汀の形状を観察する目的

で２～５トレンチを、石島の据え方を探るため６トレン

チを設定した。

北池の東護岸部には崖面から流れ落ちた土や植栽で隠

れている景石を多数検出したため、景石周囲の土を取り

除き一部植栽の枝打ちを行い景石を露出させた。その結

果、滝組およびその南側石橋の間に、大きな景石を用い

た石組があることがわかった。

遺構　当池の浚渫工事が十数年前に行われ、池内の堆

積土は取り除かれていた。池の汀と池底に調査区を設定

したが、堆積土は少なく一部チャートの岩盤が露出して

いる箇所も見られる。１トレンチの基本的な層序は、近

現代の遺物を含む砂礫層５～ 10cm、その直下に黄褐色

や灰色のシルト層、その下が地山となるチャートの岩盤

である。シルト層上面では拳大の山石が分布し、江戸時

代前期～中期の土師器皿や木簡が出土した。２～６トレ

ンチは北池の東汀と池底に設定した。いずれも近現代の

遺物を含む粗砂層が 20～ 30cmで、木の葉や枝が多く

混入している。２～３トレンチの汀肩部では砂層の下が

灰色のシルト層である。

１トレンチ　北池の中央部に設定した。池の水を抜い

た時点で１トレンチ付近は高く盛り上がっており、西側

護岸から中央部まで浚渫時と思われる砕石が敷かれてい

た。またこの部分にはチャートを主体とする角ばった山

石が点々と分布していることが認められた。そのため他

の池底より高い箇所にトレンチを設定し、大きめの石を

原位置に残したまま砕石層を除去した。その結果、1.5

～ 2.0 ｍの幅で 10～ 20cmほどの石が汀に沿って分布

していることが判明した。石敷きはシルト層に張り付い

たように検出され、洲浜遺構と判断される。また、この

洲浜遺構は対岸の石灯籠へ向かって伸びている。1トレ

ンチの東側では最近埋められた浄化装置の埋設管によっ

図 82　調査位置図

図 83　方丈庭園平面図

Ⅱ　平成 17年度の試掘・立会調査概要



45

図 84　北池平面図
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て撹乱されている。

２トレンチ　石灯籠南側の幅 0.6 ｍ、長さ 3.8 ｍの東

西トレンチ。東護岸から 1.2 ｍの箇所に杭を打ち竹でシ

ガラミを設けている。また、護岸から西へ 1.4 ｍの地点

から西へ急激に落ち込む。湧水が激しいため底部まで掘

り下げることができなかったが、南北方向の溝状遺構

と思われる。探査棒で確認したところ、幅は 1.8 ｍ深さ

1.0 ｍを測る。

３トレンチ　東汀の最も北に設けた幅 0.6 ｍ、長さ

2.4 ｍのトレンチ。2トレンチのようなシガラミを設け

ず、素掘りのままの汀である。底部を地山層まで断ち割

っていないが、肩部は黄褐色のシルト層で、地山の岩盤

層に貼り付けたシルト層の可能性もある。池底は西へ向

かって落ち込む。

４トレンチ　石灯籠の北側のトレンチで幅 0.9、長さ

3.5 ｍのトレンチである。1トレンチ東側と同じように

汀肩部に 10～ 50cmの石が敷き詰められている。1ト

レンチとあわせてみると石灯籠をとりまくように景石が

配され、洲浜遺構と同程度の大きさの石が密に撒かれて

いる。西端は浄化装置の埋設管で撹乱されている。

５トレンチ　滝石組北側の岩盤が露出している箇所

のトレンチ。岩盤が西へ向かって落ち込み、深さ 10cm

で黄褐色シルトの混入した黄灰色砂層がみられる。その

上に木の葉や枝の混入した粗砂層が堆積している。

６トレンチ　滝組の南西に据えられたチャートの巨石

に接して設定した。深さ 15㎝でチャートの岩盤を検出

した。岩盤は平坦でこの景石は岩盤の直上に据えられて

いることを確認した。根石などもみられない。

東汀の滝組周辺から中央部の石橋付近にかけては、大

きな景石を用いた護岸石組であることが判明した。調査

前にも景石は一部露出していたが、斜面から流れてきた

土で覆われ、また植栽がはびこり隠れていた。今回、植

栽の枝打ちおよび草類や景石にかぶった土を取り除き石

組の様子を観察できるようにした。滝組南側の石組護岸

は安定しており、当初の状況を保っているが、滝組の一

部と石組護岸の南半は不安定で崩落が起きかけている。

石組の景石が動いた部分には 10～ 20cmほどの石で補

修されているが、水に洗われ浮いている石が多く不安定

である。

遺物　中央部の洲浜遺構から江戸時代前期～中期の遺

図 85　北池調査区実測図
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５トレンチ断面図 ６トレンチ断面図
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物が出土している。土師器皿は厚手で見込み底部に沈線

を施したもの。陶磁器類は椀や皿がみられるが、いずれ

も小破片である。焼締陶器には信楽焼の甕や擂鉢がある。

瓦類には三葉葵文軒丸瓦、鬼瓦、面戸瓦がみられる。銭

貨として「寛永通宝」が一枚出土している。また、木製

品として木簡が 1点出土。大きさは最大幅 2.5cm、長

さ 10.9cm、厚さ 0.8cm を測る。頭部に両側から切り

込みを入れ、下部は尖らしている。荷札木簡と思われる。

両面に墨書が見られるが判読しがたい。

小結　知恩院は法然上人が草庵を結んだ地に、弟子源

智が大谷寺を創建したのが始まりで、江戸時代になっ

て徳川家康により、上の段（墓域）・中の段（諸堂伽藍

の地域）・下の段（塔頭の地域）の三段に分かれ大伽藍

が発願された。慶長八年（1603）から十五年にかけて、

中の段に御影堂・衆会堂・方丈・庫裏など、下の段に

は 20 余の塔頭が整備された。元和五年（1619）には

徳川秀忠によって、三門と経蔵が建立された。寛永十年

（1633）には中の段が火災にあい、大方丈・小方丈・庫

裏・衆会堂・御影堂・

廊下が炎上した。

現在の伽藍は寛永

十 年（1633） の

焼失後に再建され

たもので、庭園は

寺の再建時、寛永

十九年（1642）か

ら正保二年（1645）

にかけて整備され

たと想定されてい

る。園池は大方丈と小方丈の東側に細長く作庭され、北

庭と南庭に分かれている。北庭には東側斜面に滝石組が

設けられている。南庭は池に中島が築かれ、紀州の青石

が組まれている。この庭園は寛政十一年（1799）刊の『都

林泉名勝図会』に４頁にわたって掲載されているため、

現状と比較することができる。名勝図会では景石などの

細部までは不明であるが、現在の池の形状は当時から大

きな変化はみられない。しかし、中井家所蔵の知恩院絵

図では北池の西側護岸石組が表されておらず、青石橋も

描かれていない。中井家の絵図から名勝図会の間に庭園

の改変があったことが読み取れる。

北池の護岸方法については西側から青石橋にかけて石

組護岸を用い、対岸の石灯籠付近はシガラミ護岸で景石

をまばらに配している。また、滝組周辺から中央の石橋

の間も石組護岸である。図 84の石材分布図を見ると北

池はチャートと花崗岩が大部分を占めている。石材は西

側護岸に花崗岩が多く用いられ、滝組から南側の護岸は

チャートを主体としていることがわかる。また西側護岸

に用いられている花崗岩には、石を割るときの痕跡であ

る矢跡が残っている石が多くみられ、形状も三角に加工

したものが多い。矢跡も大型で石垣に使われる石のよう

である。石の据え方をみると西側護岸では花崗岩製の石

を池に投げ込んだような状態のものがたくさん見られ、

その上に石を積む工法である。現在の池の水位では花崗

岩の大半が水没し顔を出していない。矢跡のある花崗岩

は水面からは見ることができない。滝組周辺ではチャー

トを横に置いたり縦にして石組を行っており、石の据え

方に違いがある。北池で露出しているチャートは風化が

進んでいるが、勢至堂付近のチャートは硬く、景石に用

図 86　北池中央立面図

現在の水面

大方丈雨落溝
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図 87　荷札木簡
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いることが可能な石材である。石島や慈鎮石など巨大な

チャートが用いられているが、知恩院境内から調達でき

たと思われる。境内は三段のひな壇造成が大規模に行わ

れており、その折に掘り出された石が利用されたのでは

なかろうか。

北池の中央部では洲浜状遺構を検出し、作庭当初の段

階では大方丈側の汀はなだらかな勾配の洲浜を形成して

いたと思われる。方丈の建てられていた地面も現在より

低かったことが予想される。しかし、対岸の山側は西に

比べ傾斜のある汀となり、小さな景石を点々と配してい

る。山側ではチャートの岩盤が露出したり、粘土を張っ

た直線的な汀である。その汀に人頭大の石を敷いて、景

石を配し岬状に張り出した部分に石灯籠を据えている。

石灯籠の竿の部分には銘が刻まれているが、風化が激し

く判読しがたい状況である。今回拓本をとったところ鎌

倉時代の元亨元年（1321）の年号が読み取れる。京都

造形芸術大学尼﨑教授によると石灯籠は部品の接合や石

材の産地の違いや不具合も見られるため、組み合わせが

変更されている可能性がある。

石の用い方や積み方、汀の様子から、作庭当初は方丈

側の汀に洲浜を用いた浅い池であったのが盛土した後、

護岸を石組に変更し水位を上昇させて深い池となったこ

とが想定される。北池において池底の地形測量を行った

ところ、中央部の洲浜状遺構の両側、青石橋周辺から北

側と滝組の正面、石島の北側に底部の深い部分が認めら

れる。二箇所とも底には腐植土が厚く堆積しているため、

さらに数十センチ深くなる。石灯籠の西側は溝状に深く

なるため、両方の深い部分を溝でつないでいる可能性が

ある。当初は全体に浅い池であったが、この深い部分も

石組護岸に変更したときに掘りなおし深くしたことが予

想される。石組護岸として池を深くした時期については、

寛永の大火災が方丈から出火したとされており、防火の

ために池を深くし貯水池の役目を持たせたのではなかろ

うか。現在の水位は標高 74.80 ｍを測るが、洲浜遺構

の状況から当初の池の水位は 74.40 ｍ、今より 0.40 ｍ

図 88　調査前全景（北から）

図 89　１トレンチ洲浜状遺構（北から）

図 90　２トレンチ（南から）

図 91　３トレンチ（南から）
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低かったと推定している。

滝組南側の石組ではかなり土がかぶっているため表面

だけの観察であるが、石組の状況から見て登り口あるい

は階段状の施設が埋まっているように見受けられる。ま

た対岸の石組の様子からもこの部分に橋が架けられてい

た可能性がある。

石組の損傷状況については滝組の北側はしっかりと組

まれているものの、滝組やその南側の石組は緩んでやや

動いている石があるように見受けられる。滝への流水に

より痛んだものであろう。また、滝組と石橋の間の石組

についても、樹木の根で移動し一部崩落の危険がある箇

所もあり修復が必要である。他の石組については裏込め

の粘土が流失している箇所もあるが、特に問題はないと

思われる。

北池において予想を上回る調査成果とともにさまざま

な問題点が出てきたため、今回の調査期間では南池まで

調査することができなかった。知恩院および京都市文化

財保護課と協議を行い、南池および北池の追加調査につ

いては次回に実施することとなった。

（前田　義明）

図 92　４トレンチ（北から）

図 93　５トレンチ（西から）

図 94　６トレンチ（北から）

図 95　東岸滝組（西から）
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５　史跡　高台寺庭園

経過　高台寺では江戸時代（寛政年間）に焼失した小

方丈を再建する計画が持ち上がり、確認調査を実施する

運びとなった｡ 調査地は拝観者の順路を妨げない場所に

調査区を設定することとし、調査は焼失した小方丈の状

況と、現状の池の変遷を明らかにする目的で、池に面し

て東西方向の調査区を設定した。

調査区の西側で建物の雨落ち遺構が検出されたため、

雨落ちの延長に当たる北側と、調査区に近接した景石が

当初から据えられたものかを確認するために、２箇所の

調査区を追加した。今回検出した遺構については確認調

査のため、保存することとし下層の断割り作業は最小限

で行った。調査で発生した残土は土嚢につめて仮置きし

た。

遺構　調査区の基本層位は上から表土層５cm、

にぶい黄橙色（10YR6/4）細砂層が 10cm、整地

層と思われるにぶい褐色（7.5YR5/4）細砂と褐

色（7.5YR4/4）極細砂が 30cm、その下が地山層

のにぶい黄褐色（10YR5/4）細砂（φ３～５cm

の石が多量に混入し硬くしまる）となる。整地層

からは瓦や土師器が混入している。地山層の上面

はほぼ水平である。

１調査区の西側では完形の丸瓦を玉縁部が下に

なるように立て、瓦の小口を南北方向に並べた遺

構を検出した。その瓦列の西側には拳大の川原石

を幅 60cmで敷き詰めており、雨落ち遺構と考え

られる。川原石はまぐろ石と呼ばれる黒灰色の石

を用いている。瓦列は敷石を縁取るために設置さ

れたものである。３調査区でも瓦列と敷石は検出

されたが、３調査区内で瓦列と敷石はとぎれる。

最北端の丸瓦の向きが西へ変わるためここで西へ

折れ曲がると思われる。平面では検出できなかっ

たが、断割り断面から瓦の抜き穴状のピットを検

出した。敷石は１調査区と合わせて長さ 10 ｍを測

るが、さらに１調査区の南側へのびている。また、１調

査区では敷石・瓦列の西側および東側で 0.5 ～ 1.0 ｍほ

どの幅で、赤く変色し火を受けた部分が認められた。炭

化物は多くはないが、火災に遭った痕跡と思われる。

１調査区の東側では上面が平らな礎石らしき方形の石

図 96　調査位置図

図 97　調査区配置図
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を検出した。礎石はチャート製で１辺 15cmと小さい

ため、小規模建物の礎石や束石と思われる。この石に対

応する梁行・桁行の地点で精査したが、礎石や抜き穴の

痕跡は認められなかった。

２調査区では景石の周囲を断割るように掘り下げた

が、断面観察によると景石は雨落ち遺構を検出した上面

に据えられており、景石は建物廃絶後に新しく設置され

たことが判明した。

遺物　江戸時代の遺構面を検出したが、地表面から浅

いため遺物の出土量は少ない。土器類は小破片ばかりで

時期を明確にできるものは少ない。鎌倉時代から室町時

代の土器は整地層から出土し、輸入青磁椀・灰釉陶器

壺・瓦器椀・土師器皿が小片でみられる。土師器皿は時

期の判定が困難なほど小片である。桃山時代から江戸時

代前期の瓦が多くみられ、刻印付の丸瓦、面戸瓦が１点

ずつある。刻印丸瓦は雨落ち遺構の瓦列に用いられてい

た。刻印は五弁を表した花文を丸瓦凸面、玉縁のやや下

位に付けている。桃山時代から江戸時代前期の土器には

陶器（瀬戸椀・天目椀）・焼締陶器（壺）・土師器皿があ

り、銅製飾り金具１点出土している。

小結　高台寺は慶長三年（1598）に没した豊臣秀

吉の菩提を弔うために、夫人の北政所により慶長十年

（1605）に建立された寺院である。徳川家康の援助を得

て大規模な伽藍が造営された｡ 寛政元年（1789）、文久

三年（1863）、明治十八年（1885）の３回の火災によ

って、仏殿大方丈・小方丈・庫裏などが焼失した｡ 大正

元年（1912）に方丈の再建、大正十五年（1926）に客

殿の改築が行われている。現在は表門・開山堂・霊屋・

傘亭・時雨亭・観月台が現存し、いずれも重要文化財に

指定されている。そのうち表門・傘亭・時雨亭・観月台

が伏見城から移建されたと伝えられている。開山堂は秀

吉所用船材と北政所愛用の御所車を使用したと伝え、霊

屋は慶長の移建以来の建物と伝える。高台寺所蔵の古絵

図によると、調査地周辺には南から大方丈、小方丈と東

西棟が南北に２棟並んで建てられていたが、寛政元年に

図 98　１調査区実測図

図 100　３調査区実測図

図 99　２調査区実測図

第１章　調査報告
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焼失している｡ 大方丈は大正元年に再建されたが、小

方丈は再建されず、このたび再建計画が立案された。さ

らに古絵図では小方丈の東側に接して書院と御囲（茶室）

がみられ、１調査区は小方丈の東側と書院部分に相当す

る位置にあたる。

調査前には池が調査区付近まで広がっていた可能性が

あるとの意見があった。しかし、調査区の堆積状況は、

礫を多く含み岩盤のように硬い地山層が地表面から 40

～ 50cmの深さで汀の景石付近まで水平に堆積してい

る。地山層の上面は池底より高く、調査地まで池は広が

っていないことを確認した。北岸の石材や大きさの不揃

いからみて、景石の据え替えが行われた可能性はあるも

のの、池の形状は当初の形をほぼ保っていると思われる。

遺構の検出面は地表下 10cmと非常に浅いが、池が

当初の形を残しているとすると、遺構検出面も創建当初

の面を維持していると思われ、敷石遺構は古絵図に描か

れた状況を示している可能性が高い。１調査区で検出し

た敷石遺構が小方状の雨落ちであれば、古絵図に記され

ている梁行の寸法（古絵図では梁行九間半、桁行十三

間とあり、１間を六尺五寸・1.95 ｍと計算して梁行は

18.525 ｍ）から、屋根の軒の出まで含めて 20 ｍ前後

と想定される。古絵図に示されている小方丈と楼船橋の

位置関係から見て矛盾せず、今後の調査の目安となろう。

また、敷石周辺の焼土層の検出は、寛政年間の火災を物

語っていると思われる。

図 104　高台寺所蔵古絵図

図 103　３調査区　雨落ち遺構（東から）

図 102　２調査区全景（南西から）

図 101　１調査区全景（北西から）

Ⅱ　平成 17年度の試掘・立会調査概要



53

雨落ち遺構の年代については瓦列に用いられていた刻

印付丸瓦が参考となる。この刻印瓦は京都御苑内公家町

の調査で類似品が出土している。刻印の形状や押された

位置が類似しているため、同時代の同じ製作地の可能性

がある。瓦の製作年代と雨落ち遺構の年代が一致するわ

けではないが、報告書では刻印瓦が出土した遺構の年代

を江戸時代前期とされていることから、小方丈の雨落ち

遺構は創建当初までさかのぼる可能性が高い。

古絵図によれば礎石を検出した部分は書院と御囲（茶

室）が描かれている場所にあたり、書院の一部に想定で

きる。古絵図と現在の池の形状とは一致していないが、

池が創建から変化していないことから、現在の地形図を

みると書院が池に接して建てられていることを予測でき

る。しかし、調査では礎石１個だけの検出だったため建

物の細部まで明らかにすることはできず、今後も小方丈

を含め広範囲に調査することによって、高台寺の歴史が

明確にされることと思われる。

高台寺創建に行われたと想定している整地層からは、

わずかながら鎌倉時代・室町時代の土器が出土している。

高台寺造営以前の遺跡は『京都市遺跡地図台帳』や『京

都市の地名』（日本歴史地名大系 27　平凡社）によると、

高台寺辺りに雲居寺・金仙院・岩栖院が想定されている。

平安時代前期に雲居寺の寺地があったらしく、平安時代

後期から室町時代には雲居寺内に金仙院が建てられ、室

町時代から高台寺造営まで岩栖院があった。少量の遺物

ではあるものの、これらの遺跡の手がかりとなろう。

（前田　義明）

６　史跡・名勝　嵐山

経過　この調査は、建物建築工事に伴う試掘調査であ

る。調査地は、桂川左岸の史跡・名勝嵐山の範囲内に位

置する。

当地は、建長年間（1249 ～ 1256）に造営された後

嵯峨上皇の院御所である亀山殿と、その跡地に 1342 ～

1345 年にかけて建立された天龍寺境内の南東部隣接地

および塔頭跡地と考えられる。また、周辺での発掘や立

会調査では、平安時代の遺構や縄文土器の出土などが報

告されている。特に、今回調査地の西に隣接する敷地で

2004 年度に実施された発掘調査では、亀山殿の桟敷殿

地業や天龍寺の霊庇廟東限などが検出されていることか

ら、関連する遺構の検出が想定された。

試掘調査は、主に敷地内での各時期の遺構面の深さと

遺構の遺存状況についての情報を得ることを目的とし

た。京都府・京都市の文化財保護課の指導により、幅３

ｍで東西 34 ｍのトレンチと、これに直交する南北 10

ｍのトレンチ３本が試掘トレンチとして設定された。原

則的には遺構は平面的な検出にとどめ、掘下げは行わな

いこととした。

遺構　基本層序　近現代の盛土層は厚さ約 1.2 ～ 1.5

ｍである。この盛土は、前建物の時期とそれ以前の時期

に分けられる。その下に、江戸時代後期以降とみられる

黒褐色砂泥の整地層が広がり、この面で掘下げを止めた。

西側はにぶい黄褐色の砂礫層となる。遺構面は、周辺地

図 105　調査位置図

第１章　調査報告
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形と同様に北側でやや高くなる傾向がある。東部では、

広い範囲で地山層に達する深い撹乱壙がある。

検出した遺構　江戸時代から室町時代の柱穴、石列、

土壙、溝、焼瓦溜まり、整地層、遺物包含層などがある。

中央南部の石列 45は、南側に面をもち、方位は東側

で北に振れる。漆喰層 28は、上面が平坦であることか

ら土間と考えられる。石列 45とともに建物に関連する

遺構の可能性がある。瓦溜まり 27は、室町時代の軒瓦

などの焼瓦が充満している。部分的な検出であり形状が

不明であるが、南北方向の溝の可能性もある。西部の砂

礫層上面で検出した柱穴（４・13・18・20）は、直径

0.5 ｍで約 1.5 ｍ間隔で並ぶ。この柱列の方位は、北側

で西に振れており、当地の鎌倉時代の地割りと合致する

とみられる。

撹乱壙西壁の断面観察から、江戸時代後期の整地層の

下には室町時代以前の遺構や遺物包含層が遺存している

ことが確認できた。

遺物　基本的に遺構の掘下げを行っていないため遺物

量は少ない。出土した遺物のほとんどは重機掘削中のも

のである。江戸時代の遺物は、整地層から出土した陶磁

器類が主である。室町時代の遺物は、瓦溜まり 27上面

からコンテナ１箱分の焼け瓦が出土している。中には巴

文軒丸瓦片や瓦質土器鍋が含まれる。室町時代の土師器

は包含層からの出土で、小片である。

小結

今回検出した江戸時代から室町時代の遺構面は標高

約 36.8 ｍであった。西に位置する 2004 年調査地
註１

では、

標高約 38.5 ｍと約 37 ｍの２段の地形が検出されてい

た１）が、今回は低い方に相当する遺構面となった。敷

地北端部では、遺構面をやや高い位置で確認しており、

周辺の地形と同様に北に向かって高くなることがわかっ

た。

調査では、江戸時代後期、室町時代およびそれ以前の

遺構を検出した。

江戸時代後期の建物は、大堰川北岸に並ぶ宅地に関連

図 107　遺構平面図

図 106　基本層位図

Ⅱ　平成 17年度の試掘・立会調査概要
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する可能性がある。「明治期の地籍図」には、この地点

周辺にも京都特有の短冊形地割りがみられることも傍証

となろう。

室町時代の焼瓦溜まりは、位置的にみて『山城国嵯峨

諸寺応永鈞命絵図』中の「禅度院」に関連するものとみ

られる。天龍寺は応仁の乱を含め多くの火災に見まわれ

ており、周辺の調査でも多量の焼瓦が出土している。当

地にも同様な状況で瓦葺きの建物があったとみられる。

西部で検出した柱穴列は、北で西側に振れる方位であ

る。この方位は、2004 年調査で検出している鎌倉時代

の遺構と同様の傾きであり、この時期の地割りに規制さ

れた可能性がある。さらに北側に延長するとみられる。

以前、東側道路では立会調査で平安時代の遺構や遺物

を検出していたが、今回これに関連するものは確認でき

なかった。

調査地の標高は、東端が東側道路と同様の約 36.5 ｍ

であり、それ以外のほとんどの部分は 38 ｍ前後と約

1.5 ｍの高まりをみせていた。この盛り上がりは、近代

になってからの盛土であることが判明した。南側には名

勝である嵐山や大堰川があることから、南への眺望をよ

り良くするために高く盛土を行ったものとみられる。

（小檜山　一良）

註１　『史跡・名勝　嵐山』京都市埋蔵文化財研究所発掘調査
概報　2004-11

図 108　調査区全景（西より）

第１章　調査報告
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第２章　資料整理

Ⅰ　保存処理

１　出土木製品の受入れ状況

本年度の木製品の受入れ状況は、合計9現場であった。

内訳は平安京右京三条一坊七町（02HK-RS002）、平安

京左京三条四坊十町・烏丸御池遺跡（03HK-RC002）、

平安京左京八条四坊七町（03HK-BQ004）、平安京右京

三条四坊十三町・無差小路（03HK-IR011）、平安京右

京三条四坊十三町・三条大路・無差小路（03HK-IR012）、

平安京右京三条一坊（04HK-YU001）、平安京右京

六条三坊六町（04HK-OM001）、鳥羽離宮跡（03TB-

TB148）・（04TB-TB150）である。

２　木製品保存処理

３ｍ含浸槽では前年度処理を開始したものを、取上げ・

乾燥・収納し、本年度より保存処理を開始し、現在処理

を継続中のものがある . 

３　金属製品の受入れと保存処理

本年度の金属製品の受入れ状況・処理は 5現場であ

った。白河街区・岡崎遺跡（04KS-OJ001）は鉄製品・

銭貨 9点、平安京左京一条四坊九町（05HK-OO001）

は鉄釘・飾り金具・キセル・銭貨 14 点、北白川廃寺

（05KS-RS002）は鉄釘 2 点、山科本願寺跡（05RT-

HG009）は鉄製品 76点、山科本願寺跡（05RT-HG010）

金属製品 172 点を受入れ処理をした。

４　ガラスの比重測定

本年度のガラス製品の受入れ状況は 3現場であった。

平安京左京三条四坊十町・烏丸御池遺跡（03HK-RC002）

は簪・玉・その他 8点、平安京左京六条三坊五・六町

(04HK-WD002) は簪・ワインボトル 5点、山科本願寺

跡（05RT-HG010）は玉 102 点をアルカリガラスと鉛

ガラスに大別するため比重測定した。

5　骨の受入れと保存処理

平安京左京六条三坊五・六町 (04HK-WD002) はウシ・

ウマ、白河街区・岡崎遺跡（04KS-OJ001）鳥類・魚類、

平安京左京一条四坊九町（05HK-OO001）は貝類・魚

類を受入れた。

６　遺構・遺物の取上げ

本年度は遺構・遺物の取上げを 1現場で行った。遺

物は、平安京左京六条三坊五・六町（04 ＨＫ - ＷＤ

002）で楊梅小路の平安時代後期の路面から多量のウシ・

ウマの骨を取上げた。

７　土サンプルの洗浄

本年度は白河街区・岡崎遺跡（04KS-OJ001）の井戸、

平安京右京七条二坊四町 (05HK-YK001) の溝・土壙か

ら種実等、史跡下鴨神社 (04RH-UU004) の祭祀遺構か

ら炭・鍛造関連遺物（図 105 参照）を同定をした。

Ⅰ保存処理・Ⅱ復元彩色

表３　保存処理木製品一覧表

遺跡名 調査記号

平安京右京八条二坊二町 93HK-YC003

下三栖遺跡 98FD-SS004

平安京右京一条四坊十三町 96HK-SB001

大薮遺跡 98MK-OG

平安京右京三条一坊三町 96HK-UP002

六波羅政庁跡 99RT-AA004

平安京左京八条二坊十四町 97HK-EP

平安京右京六条三坊二町 03HK-QO001

平安京右京三条一坊二町 97HK-UI013

平安京左京八条二坊十一町 03BB-HL311

平安京右京三条一坊三町・六町 98HK-UI014
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８　修羅の保存処理　

本年度修羅大・小は、温湿度の管理をしながら経過観

察している。

９　受託事業　

本年度は、昨年から継続している長崎県和蘭商館跡（出

島）の木製品 22点の保存処理を完了した。東京大学か

ら受託した本郷構内出土の板材約 25点を保存処理し完

了した。（竜子　正彦）

Ⅱ　復元彩色

本年度の復元彩色は総数 275 点で、内訳は下表の通

りである。発掘調査概報の為の復元が主である。

（出水　みゆき）

内容 調査記号他 点数

調査概報・展示 04RH-SH4 27

調査概報 04UZ-RG2 19

調査概報 04RH-UU4 1

調査概報 04HK-YU 11

調査概報 04RT-NK82 3

調査概報 03･04NG-YE2･3 22

調査概報 04UZ-OH2 19

調査概報 04RT-HG6 10

調査概報 04FD-TK 14

調査概報 05RT-HG8 8

国庫補助 05RT-HG9 24

調査概報 04HK-QP1 38

調査概報 05HK-ER001 19

国庫補助 05RT-RS001 1

国庫補助 04BB-HR304 14

国庫補助 05KS-SR2 2

国庫補助 05HK-CM6 7

展示 BB-HL234 他 28

展示 BB-HL234 他 2

展示 BBHL-104 1

展示 87HK-FK他 3

展示 1

貸出・展示 1

合計 275

表４　彩色復元一覧表

第２章　資料整理

図 109　下鴨神社で出土した鍛造剥片と粒状滓
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第３章　普及啓発事業等報告

Ⅰ　普及啓発事業報告

１　文化財講演会の開催

日　時	 平成１７年１１月５日（土）

場　所	 京都アスニー　４階ホール

講　師	 森　郁夫 氏 ( 帝塚山大学教授 )

演　題	 奈良・平安時代の緑釉瓦

参加者	 約２５０名

２　「2005 年　発掘調査成果写真展」の開催

日　時	 平成１７年　６月１８日～２９日

場　所	 ペアーレ京都　ロビー　　

参加者	 一般観覧者

３　重要文化財指定「平安宮豊楽殿跡出土品」写真展

の開催

日　時	 平成１７年１１月１４日～２５日

場　所	 京都市役所玄関ロビー

参加者	 一般観覧者

４　現地説明会の開催，他

( １)　平成１７年　４月１６日　「平安京右京五条

三坊三町跡」　　（地元向説明会）

	 参加者：２５０名

( ２)　平成１７年　４月２３日　「平安京左京六条

三坊五町跡」　　（第２回目）

	 参加者：７００名

( ３)　平成１７年　６月　４日　「白河街区跡・岡

崎遺跡」

	 参加者：３５０名

( ４)　平成１７年　９月１０日　「平安京左京二条

二坊十町「高陽院」　

	 参加者：５５０名

( ５)　平成１７年１１月１２日　「上里遺跡」　　

	 参加者：１５０名

( ６)　平成１７年１２月　３日　「北白川廃寺」　

	 参加者：２２０名

( ７)　平成１７年１２月１０日　「山科本願寺跡」

	 参加者：２００名

( ８)　平成１８年　２月１１日　「長岡京右京二条

三坊九町・十六町跡」　

	 参加者：２００名

( ９)　平成１８年　３月１１日　「伏見城跡 ( 城下

町 )」

	 参加者：３５０名

（広報発表のみ）

( １)　平成１７年　６月２３日　「山科本願寺跡」　

（７社）

( ２)　平成１７年１２月１４日　「鹿苑寺方丈修理

に伴う発掘調査の報告」　（１１社）

( ３)　平成１８年　３月２７日　「常盤仲之町遺跡」

（４社）

５　報告書の刊行

( １)　平成１７年度　京都市内遺跡発掘調査報告

( ２)　平成１７年度　京都市内遺跡立会調査報告

( ３)　平成１７年度　京都市内遺跡分布調査報告

( ４)　平成１５年度　財団法人京都市埋蔵文化財研

究所年報

( ５)　発掘調査概報　醍醐寺子院跡

( ６)　発掘調査概報　長岡京右京一条四坊十五町跡

( ７)　発掘調査概報　史跡旧二条離宮 ( 二条城 )・

平安宮廩院跡

( ８)　発掘調査概報　平安京右京六条三坊六町跡

( ９)　発掘調査概報　上京遺跡

(10)　発掘調査概報　平安京右京三条二坊十三町跡

(11)　発掘調査概報　平安京右京三条一坊二町跡

(12)　発掘調査概報　平安京右京一条四坊十三町跡
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(13)　発掘調査概報　平安京右京三条一坊四町跡

(14)　発掘調査概報　史跡・名勝嵐山　

(15)　発掘調査概報　白河街区跡・岡崎遺跡　

(16)　発掘調査概報　平安京左京八条二坊十五町跡

(17)  発掘調査概報  松ケ崎廃寺跡

(18)　発掘調査概報　平安京左京三条四坊四町跡　

(19)　発掘調査概報　中臣遺跡　

(20)　発掘調査概報　平安京右京三条二坊十五町・

三坊三町跡

(21)　発掘調査概報　平安京右京五条三坊三町跡

６　「リーフレット京都」（№ 195 ～№ 206）の発行

・№195　発掘ニュース67 　 「本院大臣・時平の邸宅」

・№ 196　仏教・寺院７　　 　「鹿苑寺不動堂石室の

文字」

・№ 197　発掘ニュース 68　  「淀城の米蔵跡」

・№ 198　考古アラカルト 33　「小さくても大判」

・№ 199　発掘ニュース 69　  「伏見城北曲輪　伏見

桃山城ｷｬｯｽﾙﾗﾝﾄﾞ跡地の調査」

・№ 200　考古アラカルト 34　「平安宮豊楽殿出土品

重要文化財指定を受けて -」

・№ 201　発掘ニュース 70    「呪詛の人形」

・№ 202　遺跡を訪ねて８     「鳥羽離宮跡を歩く」

・№ 203　発掘ニュース 71　　「上京遺跡 - 細川典厩

邸跡の調査 -」

・№ 204　考古アラカルト 35　「京北の遺跡」

・№ 205　考古アラカルト 36　「特別展示　発掘され

た瓦窯」

・№ 206　発掘ニュース 72　　「発掘成果をふりかえ

って 2005」

７　研究会等への派遣

( １)　平成１７年４月～１８年３月（毎月開催）　

	 於：向日市 ( 京都府埋文調査研究ｾﾝﾝﾀｰ )

	 「長岡京連絡協議会」

	 調査業務　上村　和直，他

( ２)　平成１７年１月１２～１４日

	 於：大津市（ﾋﾟｱｻﾞ淡海　県民交流ｾﾝﾀｰ）

	 「平成 17 年度埋蔵文化財担当者等講習会」(

文化庁主催 )　　

	 担当係長　吉崎　　伸

	 総務係長　金島　　恵一

( ３)　平成１８年１月１４・１５日

	 於：西宮市（大手前大学）

	 「関西陶磁史研究会」

	 主　  任　小檜山　一良

	 主　  任　能芝　　勉

( ４)　平成１７年６月１２日，９月１８日，１８年

１月８日　於：佐倉市（国立歴史民俗博物館）

	 「国立歴史民俗博物館展示ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ委員会」

	 主　  任　網　伸也　

( ５)　平成１７年９月３・４日

	 於：京都市 ( 花園大学 )

	 「中世都市研究会 2005 京都大会」

	 統括主任　上村　和直

	 主　　任　山本　雅和

８　全国埋蔵文化財法人連絡協議会への参加

( １)　平成１７年６月９・１０日

	 於：富山県 ( 富山県民会館 )

　「第２６回全国埋蔵文化財法人連絡協議会総会」

	 専務理事　     吉田　正和

	 館　　長　     永田　信一

( ２)　平成１７年７月８日　　　　　　　　　　　

於：京都市（ルビノ京都堀川）

	 「平成１７年度第１回近畿ブロック主担当者

会議」

	 調査課長　     鈴木　久男

	 資料課長　     長宗　繁一

( ３)　平成１７年７月２２日
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	 於：向日市（( 財 ) 京都府埋蔵文化財調査研

究センター）

	 「平成１７年度第１回近畿地区ＯＡ委員会」

	 資料業務　 宮原　健吾

( ４)　平成１７年１０月７日

	 於：奈良市（奈良県文化会館）

	 「第１１回近畿ブロック埋文研修会

	 担当係長	 前田　義明

	 統括主任	 加納　敬二

	 同	 	 木下　保明

	 主　　任	 山本　雅和

	 調査研究技師　近藤　奈央

( ５)　平成１７年１０月２０・２１日

	 於：北九州市（九州厚生年金会館）

	 「平成１７年度全国埋蔵文化財法人連絡協議

会研修会」

	 資料課長	 長宗　繁一

	 総務係長	 金島　恵一

( ６)　平成１７年１１月２日

	 於：和歌山市（ｱﾊﾞﾛｰﾑ紀の国）

	 「第２０回近畿ﾌﾞﾛｯｸ事務担当者会議」

	 総務係長	 金島　恵一

	 主　　任	 西大條　哲

( ７)　平成１７年１１月２５日

	 於：堺市（( 財 ) 大阪府文化財ｾﾝﾀｰ）

	 「平成１７年度第２回近畿地区ＯＡ委員会」　	

資料業務	 宮原　健吾

( ８)　平成１８年２月１０日

	 於：京都市（当財団本部）

	 「平成１７年度第２回近畿ブロック主担当者

会議」

	 専務理事	 吉田　正和

	 調査課長	 鈴木　久男

	 資料課長	 長宗　繁一

 ( ９)　平成１８年２月１７日

	 於：大津市（滋賀県立県民交流ｾﾝﾀｰ）

	 「平成１７年度近畿ブロック会議」

	 次　　長	 小西　一郎

	 総務係長	 金島　恵一

(10)　平成１８年２月２４日

	 於：京都市（当財団本部）

	 「平成１７年度第３回近畿地区OA委員会」

	 資料業務	 宮原　健吾

９　講師等の派遣

大学等への派遣を実施した。（表５参照）

10　実習生の受入れ

実習生の受け入れをを実施した。（表 6参照）

11　ホームページアクセス件数

今年度のホームページへのアクセス件数は、29,105

件であった。
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№ 件　　名 機　関　名 氏　名 日　　　時 備　考

１
非常勤講師の委嘱
（考古学実習Ａ・Ｂ）

帝塚山大学 上村　和直 17.4.1. ～ 18.3.31
１週２時間担当
（木曜日）

２
非常勤講師の委嘱
（考古学調査実習）

立命館大学 高橋 　潔 17.4.1. ～ 18.3.31
１週２時間担当
（水曜日）

３
非常勤講師の委嘱
（考古学GA・GI）

立命館大学 山本　雅和 17.4.1. ～ 18.3.31
１週２時間担当
（水曜日）

４
非常勤講師の委嘱
（考古学実習Ⅰ ･Ⅱ）

花園大学 南　 孝雄 17.4.1. ～ 18.3.31
１週２時間担当
（土曜日）

５
非常勤講師の委嘱
（日本考古学Ａ・Ｂ）

近畿大学 網 　伸也 17.4.1. ～ 18.3.31
１週２時間担当
（土曜日）

６
非常勤講師の委嘱
( 日本史特殊講義Ⅰ ･Ⅱ )

立命館大学 永田　信一 17.4.1. ～ 18.3.31
月曜日
19:40 ～ 21:10

７
非常勤講師の委嘱
（考古学実習Ⅱ ･Ⅳ）

奈良大学 辻　 純一 17.10.1. ～ 18.3.31
１週 4時間担当
（火曜日）

８
非常勤講師の委嘱
（京都の歴史と考古Ｚ）

仏教大学 南出　俊彦 17.4.1. ～ 18.9.19
１週２時間担当
（土曜日）

９
非常勤講師の委嘱
（日本史特論）

府立朱雀高等学校 辻　 裕司 17.4.1. ～ 18.3.31
金曜日
19:35 ～ 21:10

10
非常勤講師の委嘱
（古代文化論）

京都造形芸術大学 前田　義明 17. ４.1. ～ 18.3.31
通信教育のため
出講せず

11
非常勤講師の委嘱
（古代文化論）

京都造形芸術大学 丸川　義広 17. ４.1. ～ 18.3.31
通信教育のため
出講せず

12 出前授業（総合学習） 市立小野小学校
辻 純一，吉崎 伸，
他

17.5.24.31

13 出前授業（総合学習） 市立大塚小学校
辻 純一，吉崎 伸，
他

17.6.21.28

14 出前授業（総合学習） 市立陵ｹ岡小学校
辻 純一，吉崎 伸，
他

17.9.11，11.1,　18.2.7

15 出前授業（総合学習） 市立音羽川小学校
辻 純一，吉崎 伸，
他

1８.3.10

16 「山科の歴史」の講師 市立音羽川小学校 辻 　純一 18. ２.3
５年生 (85 名 ) 対
象の講演

17
地域教育主任会「埋蔵文
化財から見る山科」の講
師

京都市校長会山科支部 辻 　純一 17.8.19
各学校地域教育
主任を対象

18
平成 17 年度「歴史文化
講習会」の講師

京都市右京中央老人福
祉ｾﾝﾀｰ

永田　信一 17.5.23･30　10.31,11.7

19 「市民大学講座」の講師 帝塚山大学 上村　和直 17.4.16

20
「座談会・糺の杜を掘る－
蘇る古代祭祀の諸相」のﾊ
ﾟﾈﾗｰ

淡交社
鈴木　久男
櫻井みどり

17.7.13

21 「公開講座」の講師 帝塚山大学 鈴木　久男 17.9.10

22
「原始古代の土器と生活」
の講師

障害者ﾎ ﾞ ﾗ ﾝ ﾃ ｨ ｱ団体
｢SNOW ﾗﾋﾞｯﾄ｣

吉崎 　伸 17.10.221

23
「可児市史発刊記念講演
会」の講師

可児市教育委員会他 永田　信一 17.11.27

24
公開講座伏見学『2005』
の講師

聖母女学院短期大学 前田　義明 17. １2.3

25
「醍醐寺修証・三宝院庭園
研修会」の講師

文化財庭園保存技術者
協議会

鈴木　久男 18.1.21

26
平成 17 年度「陶磁器調
査過程 ( 中世陶磁器 )」

奈良文化財    研究所 永田　信一 18.2.8

27
「ｽﾗｲﾄﾞでみるおとくにの
発掘」の講師

乙訓文化財事務連絡協
議会（長岡京市教育委
員会）

上村　和直 18.3.5

表５　講師等派遣一覧表

氏　名 内　　　　容 学　校　名

赤松　佳奈 「イロハ丸」出土遺物の整理補助 奈良大学大学院（修士課程）

水野　恵利子 「イロハ丸」出土遺物の整理補助 奈良大学大学院（修士課程）

表６　実習生の受入れ
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Ⅱ　京都市考古資料館状況

１　速報展の実施

ア　速報展「山科本願寺・御本寺曲輪の出土品」

（１７. １２. １０〜１２. １８）山科本願寺は、蓮如上人

によって造営され、近江守護六角氏と法華宗・延暦寺の

連合軍による焼き討ちを受けるまで、活動の中心地とし

て栄え、 寺院としての機能だけでなく防御施設として堀

と土塁を３重に巡らせた総面積約８０ha もある環壕城

塞都市であった。平成１７年１１月〜１２月の調査で礎

石建物・庭園遺構などを発見し、遺構の中には山科本願

寺が焼き討ちにあったことを物語る焼土層も検出した。

また、豆彩など中国明代の陶磁器や漆製品、ガラス玉

などが数千点出土し、山科本願寺の経済力の強さやこの

付近に本願寺の中核をなす建物の存在が明らかとなっ

た。速報展では、豆彩等の陶磁器類、大小のガラス製小

玉、金銅製飾り金具等を展示した。

イ　速報展「温石」開催（１８. ２. １０〜２. １９）

旧尚徳中学校の発掘調査により出土した中世の温石を

京都御所公家町跡から出土したものと併せて展示を行っ

た。

２　特別展示の実施

ア　特別展示「桃山文化の陶磁器〜つちの中から〜２」

（１７. ４. １〜８. ３１）

前回の特別展示が好評であったため、 引き続き一部の

展示品を入れ替え , 特別展示「桃山文化の陶磁器〜つち

の中から〜２」として開催した。

展示では，今回のテーマに関係する京都市内の各遺跡

から出土した陶磁器類を展示した。（展示遺物　３４３

点）

イ　特別展示「発掘された瓦窯」（１７. １０. ４〜継

続中）

京都市内には，多数の古代の瓦窯跡があり，当研究所

は昭和５１年の設立以来平安京の造営と深く関わりのあ

る栗栖野瓦窯跡をはじめ，平安京以前の寺院に関係する

瓦窯跡の発掘調査を実施してきた。

今回，こうした窯跡の資料を一同に介して展示するこ

とにより，京都の窯跡の変遷を紹介することを目的に，

特別展示「発掘された瓦窯」を開催した。

展示では，１５箇所の瓦窯跡，計３６基の窯跡を扱い，

窯跡の写真パネルと出土瓦で窯跡との関係わかるように

展示を行った。

（展示遺物　２２６点　　写真パネル類　３５枚）

３　平安宮豊楽殿跡出土品重要文化財指定に伴う記念

展示の実施　（１７. ７. ５〜継続中）

平成 17年６月９日，平安宮豊楽殿跡出土品が京都市

所有の「考古資料」として初めて国の重要文化財に指定

された。

指定品６７４点は，発掘出土品に加え地元の吉田英夫

氏からの寄贈品，豊楽殿北方の試掘調査で出土した緑釉

瓦のほか，土器や金属，ガラス製品などであり，指定を

機に「テーマ展示コーナー」及び「時代別展示コーナー」

の平安時代コーナーで展示を行った。

４　第 26 回小・中学生夏期教室の開催

期　間　平成１７年８月１８日〜１９日

対　象　小学５・６年生及び中学生とその保護者

第１日　９：３０〜１１：３０　資料館見学 , ドロメ

ンコ作り , 瓦の拓本実習

第２日　９：３０〜１２：００　御堂ヶ池１号墳 , 蛇

塚古墳等の見学及び出土

参加者　２４名遺物の説明

５　文化財講座の開催

※　申込者総数　５４１名　　受講者総数　４６９名

表７参照）
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６　考古資料の貸出（表８参照）

ア　継続貸出分　 ３４件　 ８３０点（前年度以前か

らの継続貸出分）

イ　新規貸出分　 １７件   ４３３点

７　博物館学芸員課程実習生の受入れ（表９参照）

８　生き方探求・チャレンジ体験（表 10参照）

京都市教育委員会が中学生を対象として行っている

「生き方探求・チャレンジ体験」推進事業を受け入れ , 

次のとおり実施した。なお，１７年度から文部科学省が

提唱する子供たちに職業感や勤労観を育成する「キャリ

ア教育」の一環として，中学校を中心に５日間以上の職

業体験が全国で実施されることから , チャレンジ体験も

原則５日間に拡充されるため、これに沿った日数で実施

した

回　数 月 日 演　　　　　　　　題 講　　師　　名 人数

第 171 回 ４/２３ 小野瓦窯の発掘調査 調査業務　　　　　　吉　崎　　　伸 43

だるま窯の話 浅田製瓦工場　　　　浅　田　晶　久

第 172 回 ５/２８ 平安京左京三条四坊十町の発掘調査 調査業務　　　　　　上　村　和　直 49

京都の文化財シリーズ　第５回庭園の系譜

〜平安から大正時代まで〜
京都市文化財保護課　今　江　秀　史

第 173 回 ６/２５ 2005 年 発掘調査成果写真展をめぐって 調査課長　　　　　　鈴　木　久　男 46

第 174 回 ７/２３ 平安京左京四条二坊十四町の発掘調査 調査業務　　　　　　平　尾　政　幸 55

京都市内出土の指定文化財について

−平安宮豊楽殿跡出土品を中心として−
市埋文調査センター　長谷川　行　孝

第 175 回 ９/２４ 現地講座（遺跡めぐり）伏見城下町の遺跡 考古資料館　　　　　永　田　信　一 62

第 176 回 10/22 特別展示　発掘された瓦窯をめぐって 考古資料館　　　　　原　山　充　志 43

第 177 回 １/２８ 謎解き・洛中洛外図遺跡 同志社大学助教授　　鋤　柄　俊　夫 49

第 178 回 ２/２５ 瓦と瓦窯 立命館大学教授　　　高　　正　龍 52

第 179 回 ３/２５ 平安京跡発掘史　−市街地における遺跡調査法を通じて− 考古資料館　　　　　永　田　信　一 70

表７　文化財講座一覧表

No 件                名 貸   出   先 貸 出 期 間 点　数

1 企画展「田中吉政とその時代」 市立長浜城歴史博物館・岡崎市美術博物館 9.1 〜 12.14 12

2 「茶陶の源流−和のうつわ誕生−」 ( 財 ) 出光美術館 4.23 〜 6.26 53

3 京都地方裁判所ロビーにて展示 京都地方裁判所 4.11 〜 3.31 13

4 「音と人の風景」 東北歴史博物館 6.10 〜 8.10 1

5 「こども考古学教室」 市立朱雀第八小学校 5.18 〜 5.27 81

6
「平安の仮名・鎌倉の仮名−時代を映す書
のかたち」

( 財 ) 出光美術館 11.5 〜 12.18 1

7
開館 10 周年記念夏季特別展「考古学者に
なろうよ 2005」

城陽市歴史民俗資料館 7.1 〜 9.30 17

8 「歴史体験隊」 ( 財 ) 大阪府文化財センター 6.30 〜 7.26 1

9 特別展「高取焼」 ( 財 ) 根津美術館 9.15 〜 12.31 18

10 院内１階ホールにて展示 ( 財 ) 泉谷病院 8.25 〜 3.31 10

11 「築城 400 年記念展示・収蔵館」 元離宮二条城事務所 10.10 〜 3.31 38

12
企画展「発掘された明石の歴史展〜直良信
夫と明石〜」

明石市立博物館 11.16 〜 12.27 4

13 右京ふれあい文化会館　常設展示 ( 財 ) 京都市音楽芸術文化振興財団 9.29 〜 3.31 15

14
「十二月展」『香りの文化史〜におい事情い
まむかし〜』

龍谷大学文学部 11.24 〜 12.6 21

15
企画展「近世陶磁の消費遺跡−江戸・名古
屋・京・大阪−」

( 財 ) 瀬戸市文化振興財団 12.1 〜 3.31 68

16 特別展「天下人とやきもの」 土岐市美濃陶磁歴史館 1.13 〜 18.5.31 72

17
発掘された日本列島 2006 −新発見考古速
報展−

発掘された日本列島展実行委員会 1.20 〜 19.3.10 8

表８　新規貸出一覧表

第３章　普及啓発事業等報告
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９　修学旅行生の発掘調査体験学習の受入れ

１）　岩手県花巻市立宮野目中学校

　　　11名　４月１４日　発掘調査体験

２）　長野県松川町立松川中学校

　　　３名　４月２２日　発掘調査体験

３）　富山県朝日町立朝日中学校

　　　５名　５月１２日　発掘調査・土器洗い体験

10　教育機関の学外授業等の受入れ（表 11参照）

小学校や大学等の課外授業の受入れを行った。

No 大　学　名 人　数 期　　　　間 内　　　　　　容

1 大東文化大学 1 ８. ３０〜９. ２

京都市の埋蔵文化財について，資料館業務，写真撮影，
保存処理業務等についての講義及び実習

2 京都教育大学 1

3 京都女子大学 1

4 京都造形芸術大学 1

5 立命館大学 2

6 ノートルダム女子大学 1

7 京都橘大学 2

8 京都精華大学 1

9 愛媛大学 1

10 京都文教大学 1 ９. ６〜９. ９

11 京都教育大学 1

12 京都女子大学 1

13 京都造形芸術大学 1

14 立命館大学 1

15 ノートルダム女子大学 1

16 京都橘大学 3

17 京都精華大学 1

18 京都女子大学 2 ９. １３〜９. １６

19 京都造形芸術大学 2

20 立命館大学 2

21 京都橘大学 4

22 京都精華大学 1

23 京都府立大学 30 ５. １８
資料館見学

24 仏教大学 78 ５. ２９

表９　博物館実習受入れ一覧表

No 学　校　名 人　数 日　　　　時 内　　　　　　　　　容

1 修学院中学校 2 5.31 〜 6.3 　京都市内で実施している、埋蔵文化財の発掘調査事業
につき，現場での発掘調査から、その後の出土遺物の整
理作業び考古資料館での展示公開までの一連の作業内容
を体験。
(1) 発掘調査の体験（発掘調査の解説、実際の発掘調査現
場での調査体験）

(2) 出土遺物の整理作業の体験（出土遺物の水洗い、拓本
作業や保存処理作業など）

(3) 考古資料館業務の体験（学校内の発掘調査や京都の遺
跡の解説展示見学、ﾜｰｸｼｰﾄ作りなど）

2 桃陽総合養護学校 3 6.7 〜 9

3 北野中学校 3 6.7 〜 10

4 向島東中学校 4 6.7 〜 10

5 春日丘中学校 2 7.5 〜 7

6 七条中学校 4 10.25 〜 27

7 下鴨中学校 5 10.25 〜 28

8 烏丸中学校 1 11.8 〜 10

9 上京中学校 2

10 松原中学校 4 11.8 〜 11

11 桂川中学校 3

12 朱雀中学校 6 11.15 〜 18

13 近衛中学校 1

14 深草中学校 2 11.29 〜 12.2

15 大枝中学校 3 1.18 〜 20

16 安祥寺中学校 4 1.25 〜 27

17 桂中学校 4 18.1.31 〜 2.3

18 山科中学校 1

19 太秦中学校 4 18.2.7 〜 2.10

計 58 男子４９名・女子９名

表 10　市内中学生チャレンジ体験受入れ一覧表

Ⅱ　京都市考古資料館状況
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11　関係機関等への協力（表 12参照）

施設見学や展示解説の受け入れを実施した。

12　入館状況（表 13参照）

No 機　　　関　 　名 人　数 日　　時 内　　　　　　　容

1 二条城北小学校 101 ５. １９ 校内の発掘調査や周辺遺跡についての説明、遺物見学 "

2 立命館大学 20 ５. ２８ 展示概要及び方法等の解説

3
西陣中央小学校（6年生）

119 ６. １ 土器作りについての講義，展示見学

4 118 ６. ２ 展示見学、ワークシート

5 京都橘大学 8 ６. ２ 展示概要及び方法等の解説

6 京都女子大学 89 ６. ４ 展示概要及び方法等の解説

7 立命館大学 10 ６. ２４ 展示概要及び方法等の解説

8 堀川高校 13 ７. １５ 校内の発掘調査について解説

9 松尾小学校 11 ７. ２１ 展示解説

10
西陣中央小学校（6年生）

37 ８. ３１ 展示解説

11 79 ９. １ 展示解説

12 堀川高校 18 ９. ２１ 校内の発掘調査について解説

13 朱雀高校 22 ９. ３０ 展示解説

14 京都造形芸術大学 57 １０. １５ 展示概要及び方法等の解説

15 待鳳小学校 43 １１. １ 展示見学

16 大分県杵築中学校 5 １１. ２ 展示見学

17 京都橘大学 96 １１. １９ 展示概要及び方法等の解説

18 京都女子大学 80 １１. １９ 展示概要及び方法等の解説

19 京都橘大学 10 １２. １５ 展示概要及び方法等の解説

20
帝塚山大学歴史考古学研究
会

30 １２. １８ 展示見学

21
第四錦林小学校オリエン
テーリング

44 ３. １４ 展示見学

計 1,010

第３章　普及啓発事業等報告

表 11　教育機関の学外授業等の受入れ一覧表

No 件　　　　　名 機　　関　　名 日　　　時 備　　　　考

1 京都新聞「クイズみやこの歴史」連載 京都新聞社 通　　年 第 34回〜第 56回連載

2 展示解説 ＮＰＯ平安京 ４. １７ 30名受入

3 施設見学
京都市議会文教委員会共産党委
員

４. ２１ 6名受入

4 展示解説 ＮＰＯ平安京 ４. ２８ 20名受入

5 展示解説 愛知県陶芸グループ ５. ２２ 15名受入

6 展示解説 大阪史跡友歩会 ７. ２０ 15名受入

7

けいはん沿線探訪展示見学 京阪電気鉄道株式会社

９. ２７ 125 名受入

8 ９. ２９ 124 名受入

9 ９. ３０ 82名受入

10 施設見学 松山東社会保険委員会 １０. ７ 8名受入

11 施設視察 岩手県陸前高田市市会議員団 １. ２１ 9名受入

12 専門研修「陶磁器調査課程」研修生受入 奈良文化財研究所 ２. ８ 33 名受入

13 展示解説 ユゥユゥクラブ ２. １６ 22名受入

14 平安京跡について解説
洛陽交通 ( 株 ) ラクヨー郷土・
史跡研究会

２. ２１・２２ 33名受入

15 展示解説 西陣文化倶楽部 ( ＮＰＯ平安京 ) ２. ２６ 21名受入

16 展示解説 ＮＨＫ大阪文化センター ３. ９ 31 名受入

17 展示解説 筑紫古代文化研究会 ３. １７ 18名受入

18 展示解説 大阪いちょう大学 ３. １８ 69名受入

表 12　関係機関等への協力一覧表
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Ⅲ　組織構成

役  職  名 氏　　　名

理  事  長 柴　田　重　德

専務理事 吉　田　正　和

理　　事 水　口　重　忠

理　　事 石　﨑　　了

理　　事 淺　野　保　夫

理　　事 井　上　満　郎

理　　事 上　田　正　昭

理　　事 川　上　　貢

理　　事 田　辺　昭　三

理　　事 角　田　文　衞

理　　事 西　川　幸　治

理　　事 村　井　康　彦

理　　事 和　田　晴　吾

監      事 廣　瀬　伸　彦

監 　  事 川　脇　純　一

表 14　役員名簿

　　うち 　10名 （財）大阪府文化財センターへ出向
 　２名 （財）富山県埋蔵文化財調査事務所へ出向

月 開館日数 一     般 団     体 合  計 一日平均

12才以上 12才未満 小　計 12才以上 12才未満 小　計

日 人 人 人 人 人 人 人 人

4 26 1,336 68 1,404 93 0 93 1,497 57.6

5 26 1,402 71 1,473 184 94 278 1,751 67.3

6 26 1,439 54 1,493 142 230 372 1,865 71.7

7 27 1,292 78 1,370 78 0 78 1,448 53.6

8 26 1,303 125 1,428 1 36 37 1,465 56.3

9 26 1,227 70 1,297 464 77 541 1,838 70.7

10 26 1,472 59 1,531 151 0 151 1,682 64.7

11 26 1,390 36 1,426 178 41 219 1,645 63.3

12 23 1,218 41 1,259 30 0 30 1,289 56.0

1 24 1,211 45 1,256 79 0 79 1,335 55.6

2 24 1,492 43 1,535 149 0 149 1,684 70.2

3 27 1,562 59 1,621 272 38 310 1,931 71.5

計 307 16,344 749 17,093 1,821 516 2,337 19,430 63.3

※ 参考	 平成15年度　開館日数　308日　総入館者数　19,836人（一日平均64.4人）

	 平成16年度　開館日数　305日　総入館者数　20,896人（一日平均68.5人）

表 13　入館者数一覧表
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	 	 平成 17 年度
	 	 財団法人京都市埋蔵文化財研究所年報

	 発行日	 2008 年２月 29日

	 編　集
	 	 財団法人　京都市埋蔵文化財研究所
	 発　行

	 住　所	 京都市上京区今出川通大宮東入元伊佐町 265 番地の１

	 	 〒 602-8435　℡ 075-415-0521

	 	 http://www.kyoto-arc.or.jp/

	 印　刷	（有）関西プロセス





平安京図

約4.5km

約5.2km

一坊 二坊 三坊 四坊一坊二坊三坊四坊

一条大路（10）

正親町小路（4）

土御門大路（10）

鷹司小路（4）

近衛大路（10）

勘解由小路（4）

中御門大路（10）

春日小路（4）

大炊御門（10）

冷泉小路（4）

二条大路（17）

押小路（4）

三条坊門小路（4）

姉小路（4）

三条大路（8）

六角小路（4）

四条坊門小路（4）

錦小路（4）

四条大路（8）

綾小路（4）

五条坊門小路（4）

高辻小路（4）

五条大路（8）

樋口小路（4）

楊梅小路（4）

六条大路（8）

佐女牛小路（4）

七条坊門小路（4）

北小路（4）

七条大路（8）

塩小路（4）

八条坊門小路（4）

梅小路（4）

八条大路（8）

針小路（4）

九条坊門小路（4）

信濃小路（4）

九条大路（12）

六条坊門小路（4）

4

油
小
路
（　

）
4

富
小
路
（　

）
4

山
小
路
（　

）

朱
雀
大
路
（　

）
28

堀
川
小
路
（　

）
8

万
里
小
路
（　

）
4

高
倉
小
路
（　

）
4

烏
丸
小
路
（　

）
4

室
町
小
路
（　

）
4

町
尻
小
路
（　

）
4

野
寺
小
路
（　

）
4

宇
多
小
路
（　

）
4

馬
代
小
路
（　

）
4

菖
蒲
小
路
（　

）
4

無
差
小
路
（　

）
4

猪
熊
小
路
（　

）
4

大
宮
大
路
（　

）
12

櫛
笥
小
路
（　

）
4

壬
生
大
路
（　

）
10

坊
城
小
路
（　

）
4

道
祖
大
路
（　

）
8

木
辻
大
路
（　

）
8

一条

北辺

二条

三条

四条

五条

六条

七条

八条

九条

内
裏中

和
院

朝
堂
院

豊
楽
院

東
京
極
大
路
（　

）
10

西
洞
院
大
路
（　

）
8

東
洞
院
大
路
（　

）
8

西
靱
負
小
路
（　

）
4

恵
止
利
小
路
（　

）
4

西
大
宮
大
路
（　

）
12

皇
嘉
門
大
路
（　

）
10

西
京
極
大
路
（　

）
10

西
坊
城
小
路
（　

）
4

西
櫛
笥
小
路
（　

）
4

西
堀
川
小
路
（　

）
8

宇
多
院

勧
学
院

奨
学
院

延
命
院

三
条
院

桟
敷
殿

六
角
堂

源
国
信

壬
生
寺

猪
隈
殿

不
動
堂

平
信
基

海
橋
立

平
時
忠

藤
原
基

房
御
厨

七
条
東

洞
院
堂

平
資
盛

平
宗
盛

平
盛
国

僧
坊
町

金
色
堂

小
松
殿

藺
草
田

八
条
亭

八
条

堀
川
堂

九
条

堀
川
堂

外
記
庁

官
町

八
条
院

施
薬
院

九
条
殿

弘
誓
院

九
条
堂

九
条
第

施
薬
院

御
倉

八
条
院

御
倉

八
条
院

御
倉

八
条
院

院
庁

御
倉
町

源
師
房

宮
内
卿

源
義
親

四
条
宮

紅
梅
殿

白
梅
殿

繁
昌
社

大
政
所

因
幡
堂

五
条

東
洞
院

内
裏

崇
親
院

源
雅
通

源
国
信

弘
文
院

右
京
職

小
倉
町

公
忠
領

兵
庫
町

筑
紫
町

図
書
町

隼
人
町

四
天
王

寺
領

藤
原

安
頼
領

藤
原

時
家
領

藤
原

隆
時
領

高
階

為
章
領

大
江

匡
房
領

藤
原

成
季
領

内
匠
町

右
馬
町

大
弐
町

章
博
領

雅
楽
町

織
部
町

采
女
町

采
女
町

小
野
篁

学
館
院

小
泉
荘

良
真
領

邦
恒
堂

左
京
職

神
泉
苑

四
条
後
院

朱
雀
院

穀
倉
院

大
学
寮

高
陽
院

淳
和
院

淳
和

院
領

東
市

西
八
条
第

西
市

外
町

外
町

外
町

外
町

外
町

外
町

外
町

薬
院

外
町

六
条
内
裏

東
鴻
臚
館

西
鴻
臚
館

東
寺
領
荘
園

大
将
町
第

小
八
条
第

大
将
町

東
寺

西
寺

河
原
院

東
獄

本
院

東
宮
町

京
極
院

采
女
町

内
膳
町

正
親
町

松
殿

北
辺
第

女
官
町

一
条
院

別
納

一
条
院

織
部
司

織
部
町

修
理
職

外
記
町

内
倉
町

太
政
官

厨
町

左
兵

衛
町

滋
野

井
第

神
祇

官
町

鷹
司
殿

高
倉
殿

枇
杷
殿

近
衛
殿

菅
原
院

大
炊
殿

大
炊
殿

町
尻
殿

三
条
院

二
条
烏

丸
第

二
条
宮

高
松
殿

小
野
宮

小
松
殿

木
工
寮

染
殿

桜
町

竹
三

条
宮

在
原

業
平

高
階

章
行

藤
原

光
隆

土
御

門
第

陽
明

門
第

花
山
院

別
納

花
山
院

南
町

大
炊
御
門

高
倉
殿

土
御
門

烏
丸
内
裏

春
日
殿

春
日
京

極
殿

洞
院
殿

泣
井

大
炊
殿

僧
都
殿

山
吹
殿

大
西
殿

高
倉
宮

中
西
殿

山
井
殿

二
条

高
倉
殿

待
賢
門

院
御
所

三
条

京
極
殿

四
条
東
洞

院
内
裏

二
条
富

小
路
殿

花
山
院

土
御
門
殿

陽
成
院

東
三
条
院

木
工
町

右
近
町

叙
弘
知
行

民
部
省

厨
町

左
馬
町

春
宮
大
夫
領

天
台
座
主
良
真
領

藤
原
顕
季
領

西
宮
領

小
泉
荘

小
泉
荘

小
泉
荘

小
泉
荘

小
泉
荘

小
泉
荘

小
泉
荘

小
泉
荘

小
泉
荘

南
池

院
領

女
御
殿

花
苑

藤
原

忠
能
領

侍
従
池

侍
従
池
領

侍
従
池
領

小
泉
荘

小
泉
荘

小
泉
御
厩

小
泉

厩
荘

源
俊

房
領

源
俊

明
領

右
近
衛
府
領 藤

原
通
俊

所
有
地

雲
居
号
院
御
領

治
部
卿
御
領

御
子
左
第

堀
河
院

藤
原

邦
綱

棗
院

小
一

条
第

左
近
衛
町

内
教

坊
町

大
舎

人
町

検
非

違
使

左
衛

門
府

左
衛
門
町

修
理
職
町

藤
原

忠
通

冷
泉
院

泉
殿

信
西

入
道

鬼
殿

大
江

公
仲

大
江

公
仲

右
兵

衛
町

左
兵

衛
町

左
衛

門
町

齋
宮

邸
宅

西
三

条
第

左
衛
門
町

右
衛

門
町

今
宮

神
社

民
部

一
領

栖
霞
寺
領

穀
倉

院
田

右
獄

兵
部
町

井
殿

帥
堂

藤
原

家
成

藤
原

兼
盛

藤
原

実
綱

藤
原

顕
輔

藤
原

重
盛

藤
原

忠
能

源
行

実
堂

普
成

仏
院

大
江

公
仲

源
能

俊
娘

源
経

信
領

稲
荷

旅
所

蔵
人

憲
頼

平
伯

耆
堂

六
条

若
宮

荒
畠

八
条

院
領

八
条

院
領

八
条

院
領

八
条

院
領

八
条

院
領

藤
原

俊
盛

藤
原

実
季

藤
原

為
兼

藤
原

資
長

藤
原

邦
綱

藤
原

俊
憲

桂
宮

藤
原

親
雅

藤
原

家
経

藤
原

良
輔

池
殿

朴
殿

九
条
亭

綜
芸

種
智
院

藤
原

忠
実

高
階

泰
経

高
階

泰
惟

道
祖

神
社

千
種
殿

小
六

条
院

中
六

条
院

大
将

軍
堂

六
条

北
町

中
院

池
亭

六
条

池
亭

五
条

天
神

五
条

坊
城

み
の

わ
堂

高
階

泰
仲

藤
原

国
明

藤
原

忠
教

藤
原

親
隆

藤
原

惟
方

藤
原

成
通

藤
原

宗
通

五
条

内
裏

藤
原

経
宗

法
橋

成
信

法
橋

隆
信

藤
原

俊
成

西
五

条
第

東
五

条
院

錦
大

宮
第

南
院

北
殿

信
兼

昭
登

親
王

鬼
殿

菅
原

貞
衡

閑
院

押
小

路
殿

鴨
院

三
条

東
殿

三
条

西
殿

三
条

南
殿

少
将

井
殿

小
二

条
殿

近
院

石
井

皇
嘉
門
院

九
条
殿

西
宮

右 京 左 京

亭
子
院

九
町

邸
宅
跡

朱
雀
門

羅
城
門

凡例
　図中に示した諸司厨町や邸宅名は、『平安京提要』1994年　角川書店（第三章「左京と右京」山田邦和）より引用し一部追加した。
（数字）：丈数を示す。

表紙図：平安宮豊楽殿跡出土鬼瓦（重文）
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